
次

山

人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
を
素
材
と
し
て

目

は
じ
め
に

一
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
規
則

日

形

成

過

程

ロ

小

括

二
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項

日
留
保
条
項
の
類
型

口

小

括

三
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程

日
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
（
一
九
五

0
年）

口
奴
隷
制
等
廃
止
補
充
条
約
（
一
九
五
六
年
）

口
既
婚
婦
人
国
籍
条
約
（
一
九
五
七
年
）

四
人
種
差
別
撤
廃
条
約
（
一
九
六
五
年
）

国
国
際
人
権
規
約
（
一
九
六
六
年
）

因

小

括

四
若
干
の
問
題
点

日
人
権
条
約
の
特
質
と
留
保
の
許
容
性

口
留
保
条
項
無
規
定
型
・
一
般
的
許
容
型
の
人
権
条
約
に
は
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
は
適
用
さ
れ
る
か

結
び
に
か
え
て

人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保

崎

五

公

士
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国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
れ
ば
、

第
二
次
大
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
、
人
権
の
国
際
的
保
障
を
目
的
と
す
る
条
約
が
数
多
く
締
結
さ
れ
て
い
る
。
各
種
の
人
権
諸
条
約
が
成

立
す
る
こ
と
は
、
人
権
保
障
に
関
す
る
国
際
的
標
準
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
大
い
に
意
味
が
あ
り
、
人
権
の
国
際
的
保
障
の
実
現

に
と
っ
て
の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
国
際
的
な
人
権
保
障
を
実
質
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
く
、
成
立
し
た
人
権
諸
条
約
の
規
定
が
、
各
当
事
国
に
お
い
て
、
完
全
に
履
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

人
権
諸
条
約
は
、

る
。
そ
こ
で
、
仮
に
、
人
権
条
約
の
締
約
国
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
当
事
国
に
対
し
人
権
の
尊
重
・
確
保
を
義
務
づ
け
る
多
数
国
間
の
立
法
条
約
と
し
て
締
結
さ
れ

そ
の
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
の
履
行
を
約
束
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
条
約
の
当
事

一
部
の
規
定
が
自
国
に
と
っ
て
不
都
合
と
考
え
る
国
は
、

そ
の
条
約
の
当
事
国
と
な
る
こ
と

に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
人
権
諸
条
約
に
お
い
て
も
、
他
の
多
数
国
間
条
約
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る

と
同
様
に
、
留
保
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
制
度
に
関
し
て
は
、
条
約
へ
の
参
加
国
の
範
囲
を
で
き
る
限
り
拡
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
条
約
の
実
効
性
を
高
め
、
条
約
の
目
的
達
成
を
容
易
に
し
よ
う
と
す
る
条
約
の
普
遍
性

(
u
n
i
v
e
r
s
a
l
i
t
y
)

の
観
念
と
、
条
約
交
渉
国

に
よ
っ
て
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
条
約
本
文
は
そ
の
規
定
相
互
間
に
緊
密
な
連
関
が
あ
り
、
諸
規
定
は
不
可
分
の
一
体
と
し
て
そ
の
条
約

を
形
作
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
一
部
分
の
み
を
切
離
す
こ
と
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
条
約
の
一
体
性
(
i
n
t
e
g
r
i
,
 

（
ー
の

2
)

ty)

の
観
念
と
が
絶
え
ず
拮
抗
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
。

多
数
国
間
に
締
結
さ
れ
る
人
権
諸
条
約
に
付
さ
れ
る
留
保
に
つ
い
て
も
、
条
約
の
普
遍
性
と
一
体
性
と
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

は

じ

め

に

五
四
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表 l 人権諸条約一覧表

（
宮
コ
1

)

咲涵芯ヤ芸リ一迄ボ漉拒Y

番号 正 式 名 称 略 称 署名・採択年月日 発効年月日 庄当1! 事198国2.7数.1現在 条約テキスト
（注 3)

1 奴隷条約 1926.9.25 1955. 7 . 7 61 Compilation, P.45. 

2 集団殺害罪の防止及び処罰に関する条約 ジェノサイド条約 1948 .12. 9 1951. 1 .12 89 78 UN TS 277 

3 人身売買及び他人の売春からの搾取の禁止に関する条約 人身売買等禁止条約 1949.12.12 1951. 7 .25 53 96 UNTS 271 

I 4 人権及び基本的自由保護のための条約 ヨーロ Iパ人権条約 1950.11.4 1953. 9 . 3 I 20(注2) 213 UN TS 221 
5 難民の地位に関する条約 難民条約 1951. 7 .28 1954. 4 .22 90 189 U'.',J TS 137 

6 国際訂正権に関する条約 国際訂正権条約 1952.12.16 1962. 8 .24 11 435 UN T S 191 

7 婦人の参政権に関する条約 婦人参政権条約 1952.12.20 1954. 7 . 7 90 193 UN TS 135 

8 無国籍者の地位に関する条約 無国籍者地位条約 1954. 9 .28 1960. 6 . 6 32 360 UN TS 117 ， 粋烹製礼竺随序誓絲尻緊梵制度類似の制度・慣 奴隷制等廃止補充条約 1956. 9 . 4 1957. 4 .30 96 266 UN TS 3 

10 既婚婦人の国籍に関する条約 既婚婦人国籍条約 1957. 1 .29 1958. 8 .11 54 309 UN TS 65 

11 教育における差別を禁止する条約 教育差別禁止条約 1960.12.14 1962. 5 .22 69(注2)429 UN TS 93 

12 無国籍の減少に関する条約 無国籍条約 1961. 8 .30 1975.12.13 10 
（注 3)

Compilation, P.57. 

13 婚姻の同意婚姻最低年令及ひ婚姻届に関する条約 婚姻年令条約 1962.11.7 1964.12.9 31 521 UN TS 231 

14 あらゆる形態の人種差別の撤廃に関する国際条約 人種差別撤廃条約 1965.12.21 1969. 1 . 4 115 660 UN TS 195 

15 経済的、社会的及び文化的権利に関する国際規約 経済・社会・文化権規約 1966.12.16 1976.1.3 73 
（注 3)

Compilation, P. 3. 

16 市民的及び政治的権利に関する国際規約 市民・政治権規約 ＂ 1976.3.23 70 ＂ P. 7. 
17 車塁腐条溢整髯的権利に関する国際規約につい 市民・政冶権規約選択議定書 ＂ ＂ 27 ＂ P.15. 
18 難民の地位に関する議定書 難民議定書 ＂ 1967 .10. 4 89 606 UN TS 267 

19 齋食翡閉岱盆討道に反する罪に対する時効不適 戦争犯罪時効不適用条約 1968.11.26 1970.11.11 23 754 UN TS 73 

20 米州人権条約 1969.11.22 1978. 7 .18 17(注2)fi5Am.J.lo<'l (19L.7671)口9 . 
21 アパルトヘイト罪の鎮圧及び処罰に関する国際条約 アパルトヘイト条約 1973.11.30 1976.7.18 67 13lnt'l L. M（ . 50 

1974 

22 婦人に対するあらゆる形態の差別の~散廃に関する条約 婦人差別撤痛条約 1979.12.18 1981. 9 . 3 39 19lnt'l L. M（ .33 
1980 

23 個人データの自動処理における個人の保護条約 個人テータ保護条約 1981. 1 .28 
20 Int書IL. M（ .317 

1981 
-・、------

(
C
o
o
]江
邸
）

（注 1)

（注 2)

（注 3)

〔出所〕 Human Rights. International Instruments: Signatures, Ratifications, Accessions. etc., I 

1982年 1月1日現在。〔出所〕 Paul S ieghart, The International Law of Human Rights (1983). 

Human Rights: A Compilation of International Instruments of the United Nations, じ.N. Doc. ST/HR/ I 

July 1982, U. N.Doc. ST !HR/ 4 /Rev 4
 
(1982). 

s
sー
ー

I

M 
(1973). 
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る
こ
と
に
な
り
、

か
ヽ

そ
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
、
主
要
な
人
権
条
約
に
つ
い
て
そ
の
留
保
条
項
の
制

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
・
性
質
に
応
じ
て
、

ど
の

(
2
)
 

に
関
し
種
々
の
問
題
が
生
じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
を
尊
重
す
れ
ば
、
極
端
な
場
合
に
は
、
何
ら
の
制
約
も
な
し
に
留
保
を
付
せ

ひ
い
て
は
、
人
権
条
約
の
根
幹
的
な
規
定
に
対
し
留
保
を
付
す
こ
と
に
よ
り
、
人
権
条
約
上
の
義
務
か
ら
実
質
的
に
は

免
れ
つ
つ
、
他
方
で
人
権
条
約
の
当
事
国
と
し
て
の
国
際
的
名
声
だ
け
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
後
者
の
み
を
強
調
す
れ
ば
、

人
権
条
約
の
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
、
留
保
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
条
約
が
発
効
す
る
た
め
に
要
す
る
当
事
国
数

を
確
保
す
る
こ
と
す
ら
困
難
と
な
る
状
況
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
各
種
の
人
権
諸
条
約
は
、

よ
う
な
留
保
条
項
を
置
い
て
い
る
か
に
つ
き
、

定
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
に
か
か
わ
る
問
題
の
所
在
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
論
述
を
進
め
る
た
め
必
要
な
限
度
で
、
最
初
に
、
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
規
則
の
概
観
を
行
う
。
ま
た
、
本
稿

で
検
討
対
象
と
す
る
二
三
の
人
権
諸
条
約
の
一
覧
表
を
参
考
ま
で
に
前
頁
に
掲
げ
て
お
く
（
表

1
)
。

(
l
)
本
稿
で
、
「
留
保
」
と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
第
二
条
一
項
①
に
定
義
さ
れ
る
意
味
て
用
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
留
保
」
と
は
、
国
が
、
条
約
の
特
定

の
規
定
の
自
国
へ
の
適
用
上
そ
い
法
的
効
果
を
排
除
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
又
は

条
約
へ
の
加
入
の
際
に
単
独
に
行
う
声
明
（
用
い
ら
れ
る
文
言
及
び
名
称
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）

、i

o

を
し
ぅ

(
1
の
2
)
小
川
芳
彦
「
国
際
法
委
員
会
に
よ
る
留
保
規
則
の
法
典
化
（
一
ー
・
完
）
し
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
六
巻
三
号
、
五
七
ー
五
八
貞
゜

(
2
)
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
を
論
ず
る
も
の
と
し
て
は
、

Pierre-
H
e
n
r
i
 
I
m
b
e
r
t
,
 
Reseruations 
a
n
d
 
H
ミ
ミ
m
R
i
g
h
[s
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s
,
 6
 

T
h
e
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 R
e
v
i
e
w
 2
8
 
(
1
9
8
1
)
.
 
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、

Fifth
International C
o
l
l
o
q
u
y
 a
b
o
u
t
 t
h
e
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 

H
u
m
a
n
 Rights, F
r
a
n
k
f
u
r
t
 9
ー

1
2

A
p
r
i
l
 1
9
8
0

に
お
け
る
却
悶
口
で
あ
り
、
最
初
は
、

C
o
u
n
c
i
l
o
f
 E
u
r
o
p
e
 D
o
c
u
m
e
n
t
,
 H
/
C
o
l
l
.
 (
8
0
)
 5
 
(
1
9
8
0
)
.
 

五
六

3-1 -56 (香法'83)



人権諸条約に対する留保（山崎）

五
七

国
際
連
盟
の
時
代
に
入
っ
て
も
、
こ
の
全
当
事
国
同
意
の
原
則
に
よ
っ
て
留
保
問
題
は
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、

．．． 

決
議
に
よ
っ
て
、
「
条
約
の
あ
る
条
項
に
対
す
る
留
保
が
有
効
に
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
の
同
意
を
要
す
る
。
こ
の

一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
に
お
け
る
留
保
の
取
扱
い
を
通

日

形

成

過

程

多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
規
則

2
8
 
(
1
9
8
1
)
.
 
の
古
只
料
奴
を
元
5

す。

と
し
て
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
前
掲
誌
に
再
録
さ
れ
、
さ
ら
に
、

Irene
M
a
i
e
d
 
(ed.) `
 
P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 o
f
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 in 
E
u
r
o
p
e
 

L
i
m
i
t
s
 a
n
d
 

Effects, P
r
o
c
e
e
d
i
n
g
s
 of t
h
e
 Fifth International C
o
l
l
q
u
y
 a
b
o
u
t
 t
h
e
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 
(
1
9
8
2
)
.
 
に
も
叩
5

め

ら
れ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
論
文
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
ぎ
い
。
な
お
、
以
後
、
こ
い
嘩
文
を
引
用
す
る
際
は
、
前
掲
6

T
h
e
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 R
e
v
i
e
w
 

田
国
際
連
盟
以
前
お
よ
び
国
際
連
盟
時
代

多
数
国
間
条
約
に
対
し
て
留
保
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
八

0
年
代
以
降
で
あ
り
、
留
保
の
慣
行
が
一
般
化
し
た
の
は

一
八
九
九
年
と
一
九

0
七
年
の
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の
と
き
で
あ
っ
た
。

じ
て
、
留
保
が
有
効
に
成
立
す
る
た
め
に
は
、
他
の
全
当
事
国
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
全
当
事
国
同
意
の
原
則

(unanimity
rule) 

が
明
確
化
さ
れ
、
ま
た
留
保
は
原
則
と
し
て
署
名
を
行
う
際
に
申
し
出
ら
れ
、
批
准
に
よ
っ
て
他
の
当
事
国
の
同
意
が
与
え
ら
れ
る
と
い

う
慣
習
が
生
じ
た
。
従
っ
て
、
申
し
出
た
留
保
に
つ
い
て
全
当
事
国
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
留
保
国
は
そ
の
留
保
を
撤
回
す

る
か
当
事
国
と
な
る
の
を
断
念
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
九
二
七
年
の
理
事
会

3 -1 -57 (香法'83)



同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
留
保
は
効
力
を
有
し
な
い
。
」
（
傍
点
筆
者
）
も
の
と
さ
れ
、
全
当
事
国
同
意
の
原
則
が
正
式
に
採
択
さ

．．． 

れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
一
年
の
理
事
会
決
議
に
お
い
て
は
、
「
留
保
は
、
す
べ
て
の
他
の
署
名
国
が
こ
れ
に
同
意
す
る
か
、
ま
た
は
条
約
本

●

●

●

●

●

(
6
)
 

文
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
批
准
の
際
に
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
一
歩
進
ん
だ
原
則
が
確
認
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
国
際
連
盟
に
お
け
る
留
保
規
則
と
は
別
に
、
米
州
諸
国
間
に
お
い
て
は
、

米
慣
行

(
P
a
n
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 practice)
が
、
米
州
諸
国
間
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
地
域
的
慣
行
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
留
保
国
と
そ
の
留
保
に
対
す
る
異
議
申
立
国
と
の
間
に
は
条
約
関
係
は
成
立
し
な
い
が
、
国
際
連
盟
の
慣
行
と
は
異
な
り
、

議
に
よ
っ
て
留
保
国
は
条
約
へ
の
参
加
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
留
保
受
諾
国
と
の
間
に
お
い
て
、
留
保
さ
れ
た
部
分
の
み
を
除
い
て
、

条
約
関
係
は
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

③
―
九
五
一
年
ま
で
の
国
連
事
務
総
長
の
慣
行

国
際
連
合
の
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
国
際
連
盟
の
慣
行
は
踏
襲
さ
れ
た
。
国
連
事
務
総
長
は
、
自
ら
が
被
寄
託
者
と
さ
れ
て
い
る
多

保
に
異
議
を
唱
え
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
に
つ
い
て
は
、
条
約
中
に
留
保
条
項
の
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
直
接
関
係
の
あ
る
他
の
当
事
国
が
そ
の
留

そ
の
留
保
を
最
終
的
に
受
諾
す
る
と
の
方
針
で
処
理
に
当
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
四
九
年
に
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
し
て
ソ
連
な
ど
が
行
な
っ
た
留
保
に
若
干
の
署
名
国
が
反
対
を
表
明
し
た
た
め
、
同
事
務
総
長

(
9
)
 

は
困
難
な
法
的
問
題
に
直
面
し
、
国
連
総
会
に
指
針
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
総
会
は
、
国
際
司
法
裁
判
所
に
こ
の
問
題
に
関
す
る
勧
告
的

(10) 

意
見
を
求
め
、
ま
た
同
時
に
、
国
際
法
委
員
会
に
対
し
て
は
留
保
に
関
す
る
一
般
的
研
究
を
委
嘱
し
た
。

②
汎
米
慣
行

一
九
三
二
年
に
、

五
八

そ
の
異

い
わ
ゆ
る
汎

3 -1-58 (香法'83)



人権諸条約に対する留保（山崎）

国
際
司
法
裁
判
所
が
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
示
し
た
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
留
保
と
の
両
立
性
の
基
準

(
c
o
m
p
a
t
i
b
i
l
i
t
y
test) 

は
、
多
数
国
間
条
約
一
般
に
適
用
す
る
に
は
相
応
し
く
な
い
。
こ
の
基
準
は
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
を
成
す
規
定
と
そ
う
で
な
い
規

定
の
区
分
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
通
常
は
、
条
約
当
事
国
は
条
約
規
定
を
不
可
分
の
一
体
と
み
な
し
、
従
っ
て
、
こ
れ
に

対
す
る
留
保
は
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
を
損
う
も
の
と
み
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
上
記
の
区
分
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

こ。t
 

と
い
う
わ
ず
か
の
差
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
九

い
ず
れ
も
七
対
五

(11) 

一
九
五
一
年
五
月
二
八
日
に
国
際
司
法
裁
判
所
は
国
連
総
会
に
勧
告
的
意
見
を
与
え
た
。
同
裁
判
所
は
、
留
保
に
関
す

る
国
際
連
盟
の
慣
行
は
一
般
規
則
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
し
、
留
保
の
許
容
性
に
つ
い
て
の
行
為
規
範
と
し
て
、
条
約
の
趣

旨
お
よ
び
目
的
と
留
保
と
の
両
立
性

(the
c
o
m
p
a
t
i
b
i
l
i
t
y
 o
f
 a
 re
s
e
r
v
a
t
i
o
n
 w
i
t
h
 t
h
e
 o
b
j
e
c
t
 a
n
d
 p
u
r
p
o
s
e
 o
f
 t
h
e
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
)
 

と
い
う
基
準
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
両
立
す
る
留
保
を
行
な
っ
た
国
は
、

が
あ
っ
て
も
、
条
約
の
当
事
国
と
み
な
さ
れ
、

を
条
約
当
事
国
で
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
⑮
留
保
受
諾
国
は
、
留
保
国
を
条
約
当
事
国
と
み
な
し
う
る
も
の
と
し
た
。
さ
ら
に
、

①
条
約
未
批
准
国
に
よ
る
留
保
に
対
す
る
異
議
は
、
批
准
に
よ
っ
て
正
式
の
異
議
表
明
の
効
果
を
生
じ
、
⑮
署
名
ま
た
は
加
入
の
資
格
を

も
つ
未
署
名
国
に
よ
る
留
保
に
対
す
る
異
議
は
、
法
的
効
果
を
も
た
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、

⑤
国
際
法
委
員
会
報
告
(
-
九
五
一
年
）

こ
れ
に
対
し
、

ま
た
、
①
留
保
国
と
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
国
と
の
間
で
は
、
留
保
異
議
国
は
、
留
保
国

(12) 

次
に
、
国
連
総
会
の
委
嘱
に
応
じ
て
、
国
際
法
委
員
会
は
留
保
に
関
す
る
一
般
的
研
究
を
行
い
、
概
略
次
の
よ
う
な
報
告
書
を
作
成
し

④
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
(
-
九
五
一
年
）

そ
の
留
保
に
異
議
を
唱
え
る
国
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こ
れ
に
反
す
る
別
段
の
規

こ
れ
を
客
観
的
に
行
う
基
準
は
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
両
立
性
の
基
準
の
適
用
を
主
観
的
判
断
に
委
ね
る
限
り
、
当
事
国
は

(13) 

留
保
を
受
諾
す
る
国
と
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
国
と
に
分
か
れ
、
留
保
国
の
条
約
に
対
す
る
関
係
が
不
安
定
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
、

国
連
事
務
総
長
が
被
寄
託
者
と
な
っ
て
い
る
多
数
国
間
条
約
に
つ
い
て
、
留
保
の
効
力
に
関
す
る
見
解
の
相
違
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同

事
務
総
長
は
少
な
く
と
も
暫
定
的
に
、
何
ら
か
の
判
断
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
条
約
自
体
の
中
に
留
保
条
項
を
規
定
す
る
の
は
交
渉
国
の
権
限
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
数
国
間
条
約
は
性
格
や
目
的
が
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
こ
れ
に
適
す
る
統
一
的
な
留
保
規
則
を
見
出
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
大
多
数
の
多
数
国
間
条
約
に
適
す

(15) 

る
留
保
規
則
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
国
際
法
委
員
会
は
、
国
連
事
務
総
長
の
慣
行
に
若
干
の
修
正
を
加
え

(16) 

た
次
の
よ
う
な
規
則
を
提
案
し
た
。

第
一
に
、
多
数
国
間
条
約
の
準
備
の
際
に
、
留
保
が
許
さ
れ
る
か
否
か
お
よ
び
留
保
の
効
果
に
関
す
る
規
定
の
挿
入
を
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。
第
二
に
、
留
保
国
が
特
に
国
連
事
務
総
長
が
被
寄
託
者
と
な
っ
て
い
る
多
数
国
間
条
約
の
当
事
国
と
な
る
た
め
に
は
、
条
約
の
全

当
事
国
お
よ
び
一
定
の
条
件
の
下
で
全
署
名
国
の
一
致
し
た
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

定
お
よ
び
適
用
し
う
る
組
織
的
手
続
の
な
い
場
合
に
は
、
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

⑥
国
連
第
六
回
総
会
第
六
委
員
会
に
お
け
る
討
議
（
一
九
五
一
ー
五
二
年
）

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
と
国
際
法
委
員
会
報
告
は
、

に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
。

と
の
慣
行
を
、

そ
の
後
国
連
総
会
第
六
会
期
(
-
九
五
一
ー
五
二
年
）

の
第
六
委
員
会

ま
ず
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
に
対
し
て
は
様
々
な
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。
合
衆
国
代
表
は
、
裁
判
所
の
結
論
は
概
ね
健
全

で
あ
り
、
す
べ
て
の
関
係
国
が
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
を
望
む
と
述
べ
、

ま
た
ベ
ル
ギ
ー
代
表
は
、
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
に
つ

六
〇
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人権諸条約に対する留保（山崎）

原
則
は
否
定
さ
れ
た
。

請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

い
て
柔
軟
性
を
認
め
る
裁
判
所
の
意
見
は
真
剣
な
検
討
に
値
す
る
、

ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、

と
し
て
こ
れ
に
賛
意
を
表
明
し
た
が
、

ソ
連
等
は
、
裁
判
所
の
示
し
た
両
立
性
の
基
準
に
反
対
し
た
。
審
議
の
過
程
で
、
裁
判
所

の
意
見
を
す
べ
て
の
多
数
国
間
条
約
に
拡
大
適
用
す
る
と
い
う
合
衆
国
提
案
は
撤
回
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、
ヴ

ェ
ネ
ズ
エ
ラ
代
表
は
、
裁
判
所
の
意
見
を
人
道
的
性
質
の
多
数
国
間
条
約
に
拡
大
適
用
す
る
と
の
提
案
を
行
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
否
決
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
結
局
、
裁
判
所
の
意
見
を
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
限
っ
て
適
用
す
る
と
い
う
部
分
だ
け
が
採
択
さ
れ
た
。

次
に
、
国
際
法
委
員
会
の
推
奨
す
る
多
数
国
間
条
約
に
適
用
す
べ
き
留
保
制
度
が
審
議
ざ
れ
た
が
、
汎
米
慣
行
と
と
も
に
否
決
さ
れ
、

結
局
一
九
五
二
年
一
月
―
二
日
に
次
の
よ
う
な
内
容
の
決
議
五
九
八

(VI)
が
採
択
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

1

お
よ
び
各
国
に
対
し
て
、
多
数
国
間
条
約
を
準
備
す
る
際
に
、
留
保
の
許
容
性
ま
た
は
非
許
容
性
に
関
す
る
規
定
、

に
関
す
る
規
定
を
条
約
中
に
挿
入
す
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、

2

つ
い
て
は
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
た
。
さ
ら
に

3

文
書
の
テ
キ
ス
ト
を
す
べ
て
の
関
係
国
に
通
知
し
、

＇ ノ‘

す
べ
て
の
国
家
に
対
し
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に

フ
ラ
ン
ス
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ

国
際
連
合
、
専
門
機
関

お
よ
び
留
保
の
効
果

国
連
事
務
総
長
に
対
し
て
は
、
①
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
し
て
は
、
事
務
総
長
の
慣
行
を
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
に
一
致
さ
せ
、
⑮
事
務
総
長
が
被
寄
託
者

と
な
る
国
連
主
催
下
に
締
結
さ
れ
る
将
来
の
諸
条
約
に
関
し
て
は
、
（
留
保
ま
た
は
留
保
に
対
す
る
異
議
を
含
む
文
書
の
寄
託
に
つ
き
、

か
か
る
文
書
の
法
的
効
果
を
宣
言
す
る
こ
と
な
く
、
引
続
き
被
寄
託
者
と
し
て
行
動
し
、
国
留
保
ま
た
は
留
保
に
対
す
る
異
議
に
関
す
る

か
か
る
通
知
か
ら
い
か
な
る
法
的
効
果
を
引
出
す
か
は
各
国
に
委
ね
る
こ
と
、
を
要

こ
の
決
議
に
よ
っ
て
、
事
務
総
長
は
申
し
出
ら
れ
た
留
保
と
そ
れ
に
対
す
る
異
議
を
関
係
国
に
通
知
す
る
権
限
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
そ

(18) 

れ
ら
の
法
的
効
果
の
認
定
は
各
国
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
留
保
の
許
客
性
に
関
す
る
伝
統
的
な
全
当
事
国
同
意
の
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ま
ず
、
第
一
九
条
は
、

一
九
五
九
年
の
第
一
四
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、
政
府
間
海
事
協
議
機
関

(
I
M
C
o
)
憲
章
に
関
す
る
イ
ン
ド
の
宣
言
が

＞
 

問
題
と
な
っ
た
折
に
採
択
さ
れ
た
決
議
一
四
五
二

B
(
I

（
同
年
―
二
月
七
日
）
の
中
で
、
先
の
総
会
決
議
五
九
八

(VI)
の
三
の
⑮
に

x
 

定
め
る
手
続
は
、
こ
の
決
議
(
-
九
五
二
年
）
以
後
に
国
連
主
催
下
に
締
結
さ
れ
る
条
約
だ
け
で
な
く
、

(19) 

下
に
結
ば
れ
た
条
約
に
つ
い
て
も
拡
大
適
用
す
べ
き
こ
と
が
事
務
総
長
に
指
示
さ
れ
た
。

⑦
国
際
法
委
員
会
に
お
け
る
条
約
法
法
典
化
作
業

他
方
、
国
際
法
委
員
会
で
は
、
一
九
五

0
年
に
条
約
法
の
法
典
化
作
業
に
着
手
し
、
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
、
フ
ィ
ッ
モ

(20) 

ー
リ
ス
、
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
を
順
次
特
別
報
告
者
と
し
て
条
約
法
条
約
の
起
草
作
業
を
進
め
た
。
ブ
ラ
イ
ア
リ
ー
報
告
か
ら
フ
ィ
ッ
モ
ー
リ

(21) 

ス
報
告
ま
で
は
、
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
の
基
準
と
し
て
全
当
事
国
同
意
の
原
則
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
二
年

(22) 

の
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
報
告
に
お
い
て
は
、
両
立
性
の
基
準
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
国
際
法
委
員
会
第
一
四
会
期
に
お
い

て
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
報
告
が
審
議
さ
れ
、
両
立
性
の
基
準
を
採
る
仮
草
案
が
採
択
さ
れ
た
。
一
九
六
五
年
の
第
一
七
会
期
に
こ
の
仮
草
案
が

検
討
さ
れ
、
条
文
規
定
は
か
な
り
修
正
さ
れ
た
も
の
の
基
本
的
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
国
際
法
委
員
会
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
さ

ら
に
翌
一
九
六
六
年
に
国
際
法
委
員
会
最
終
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
、
一
九
六
八
年
お
よ
び
一
九
六
九
年
の
二
回
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
を
経
て
、

(23) 

一
九
六
九
年
五
月
二
二
日
に
「
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
（
以
下
、
「
条
約
法
条
約
」
と
略
称
。
）
が
採
択
さ
れ
た
。

⑧
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約

条
約
法
条
約
は
第
二
部
第
二
節
（
第
一
九
ー
ニ
三
条
）

そ
の
後
、

で
留
保
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。

い
ず
れ
の
国
も
、
条
約
へ
の
署
名
、
条
約
の
批
准
、
受
諾
も
し
く
は
承
認
ま
た
は
条
約
へ
の
加
入
に
際
し
、
留

一
九
五
二
年
以
前
に
国
連
主
催

六

3 -1-62 (香法'83)
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と
が
で
き
る

六 （
第
二

0
条
四
項
⑮
）
。

保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
、
条
約
が
留
保
に
関
す
る
規
定
（
留
保
条
項
）
を
も
つ
場
合
と
も
た
な
い
場
合
と
に
分
け
て
定
め
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
条
約
が
留
保
条
項
を
も
つ
場
合
に
は
、
切
条
約
が
当
該
留
保
を
付
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
と
き
、

お
よ
び
⑮
条

約
が
、
当
該
留
保
を
含
ま
な
い
特
定
の
留
保
の
み
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
と
き
を
除
き
、
留
保
が
で
き
る
も
の
と
さ

れ
る
。
ま
た
、
条
約
が
留
保
条
項
を
も
た
な
い
場
合
に
は
、
い
当
該
留
保
が
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
両
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
、

留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
る
。
条
約
が
明
示
的
に
認
め
て
い
る
留
保
に
つ
い
て
は
、
条
約
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、

他
の
締
約
国
に
よ
る
受
諾
を
要
し
な
い
（
第
二

0
条
一
項
）
。
し
か
し
、
数
国
間
の
単
一
目
的
の
条
約
に
対
す
る
留
保
は
、
す
べ
て
の
当
事

国
に
よ
る
受
諾
を
要
し
（
同
二
項
）
、
国
際
機
関
の
設
立
文
書
た
る
条
約
に
対
す
る
留
保
は
、
条
約
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
当
該
国

際
機
関
の
権
限
の
あ
る
内
部
機
関
に
よ
る
受
諾
を
要
す
る
（
同
三
項
）
。
ま
た
そ
の
他
の
条
約
で
両
立
性
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
留
保
に
つ

い
て
は
、
他
の
締
約
国
の
少
な
く
と
も
一
が
こ
れ
を
受
諾
す
れ
ば
、
留
保
申
出
国
は
そ
の
留
保
を
維
持
し
た
ま
ま
条
約
当
事
国
と
な
る
こ

（
同
四
項
い
）
。

次
に
、
留
保
の
法
的
効
果
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。
条
約
上
明
文
で
許
さ
れ
る
留
保
、
全
当
事
国
に
受
諾
さ
れ
た
数

国
間
の
単
一
目
的
の
条
約
に
対
す
る
留
保
、
お
よ
び
権
限
の
あ
る
内
部
機
間
の
受
諾
を
得
た
国
際
機
関
の
設
立
文
書
に
対
す
る
留
保
は
、

留
保
国
と
他
の
当
事
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
留
保
に
係
る
条
約
の
規
定
を
留
保
の
限
度
に
お
い
て
変
更
す
る
が
、
留
保
国
以
外
の
条
約

の
当
事
国
相
互
の
間
に
お
い
て
は
、
条
約
の
規
定
は
変
更
し
な
い
（
第
ニ
―
条
一
・
ニ
項
）
。
し
か
し
、
条
約
が
留
保
条
項
を
定
め
ず
、
両

立
性
の
基
準
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
留
保
国
と
留
保
受
諾
国
と
の
間
で
は
、
そ
の
条
約
が
既
に
発
効
し
て
い
る
と
き
に
は
条

約
関
係
が
生
じ
（
二

0
条
四
項
①
）
、
当
該
留
保
は
右
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
も
つ
が
、
留
保
国
と
留
保
反
対
国
の
間
で
は
、
後
者
が
条
約

関
係
に
入
る
こ
と
に
反
対
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
両
国
間
に
お
い
て
は
留
保
が
関
連
す
る
規
定
は
、
そ
の
留
保
の
限
度
で
適
用
さ
れ
ず

（
ニ
―
条
三
項
）
、
後
者
が
条
約
関
係
に
入
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
場
合
に
は
、
両
国
間
の
条
約
関
係
は
生
じ
な
い
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多
数
国
間
条
約
に
対
し
留
保
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
国
際
連
盟
時
代
を
経
て
国
際
連
合
時
代
の
初
期
ま
で
は
、
留
保
の
許

容
性
に
つ
い
て
、
条
約
の
一
体
性
を
重
視
す
る
全
当
事
国
同
意
の
原
則
が
採
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
国
際
社
会
の
構
成
員
の
数
が
増
え
、

多
数
国
間
条
約
の
数
も
飛
躍
的
に
増
加
し
、
条
約
の
目
的
・
内
容
の
多
種
多
様
化
と
い
う
事
態
の
進
展
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

則
は
厳
格
す
ぎ
る
と
次
第
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
五
一
年
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
留
保
の

許
容
性
に
つ
い
て
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
の
両
立
性
の
基
準
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
の
要
件
を

緩
和
し
、
条
約
の
当
事
国
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
条
約
の
一
体
性
よ
り
も
む
し
ろ
普
遍
性
を
重
視
し
よ
う
と
す
ろ
も
の
で
あ
っ
た
。

国
際
司
法
裁
判
所
の
示
し
た
両
立
性
の
基
準
は
、
同
年
の
国
際
法
委
員
会
報
告
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
直
ち
に
多
数
国
間
条

約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
に
関
す
る
原
則
と
し
て
諸
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
次
第
に
国
際
法
委
員
会
に
も
波
及
し
、

し
か
し
、
両
立
性
の
基
準
は
そ
の
後

一
九
六
二
年
の
ウ
ォ
ル
ド
ッ
ク
案
に
お
い
て
両
立
性
の
基
準
が
採
用
さ
れ

一
九
六
六
年
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
に
お
い
て
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

(
3
)
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
に
関
す
る
文
献
は
多
数
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

約
に
対
す
る
留
保
」
『
早
稲
田
法
学
』
第
三
一
巻
第
一
・
ニ
冊
合
併
(
-
九
五
五
年
）
。
小
川
芳
彦
「
多
辺
条
約
に
お
け
る
留
保
（
一
）
・
（
ニ
・
完
）
」
『
法

学
論
叢
』
第
六
六
巻
二
•
四
号
(
-
九
五
九
＼
六

0
年
）
（
以
下
、
小
川
「
多
辺
条
約
」
と
し
て
引
用
す
る
。
）
。
同
「
国
際
法
委
員
会
に
よ
る
留
保
規
則

る
に
至
り
、

の
原
則
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

次
第
に
諸
国
の
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

一
九
五
二
年
の
国
連
総
会
決
議
五
九
八

(VI) 

一
又
正
雄
「
多
数
国
間
条

に
よ
っ
て
、
遂
に
伝
統
的
な
全
当
事
国
同
意

と
こ
ろ
が
、

こ
の
原

（二）

小

括

六
四
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四
カ
国
が
署
名
の
際
留
保
を
付
し
た
。
署
名
国
の
う
ち

こ。t
 

(
4
)
小
川
「
多
辺
条
約
（
一
）
」
、
前
掲
注

(
3
)
四
六
頁
。

の
法
典
化
（
一
）
・
（
ニ
・
完
）
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
六
巻
ニ
・
三
号

数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
1

条
約
法
草
案
第
十
六
条
乃
至
第
二
十
条
を
中
心
と
し
て
|
|
＇
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
六
七
巻
四
号
(
-
九
六
八
年
）
。

同
「
条
約
法
条
約
に
関
す
る
若
干
の
問
題
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
八
巻
一

Multilateral C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
s
,
 2
 Int'l 
&
 C
o
m
p
.
 L. Q
・
l
(
1
9
5
3
)
.
 
W
i
l
l
i
a
m
 W
.
 B
i
s
h
o
p
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 to 
Treaties, 1
0
3
 R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 C
o
u
r
s
 

2
4
5
 
(
1
9
6
1
)
・
J
o
s
e
 M
a
r
i
a
 R
u
d
a
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
to 
Treaties, 1
4
6
 R
e
c
u
e
i
l
 d
e
s
 C
o
u
r
s
 9
5
 
(1975). 
D
.
W
 
9
 

B
o
w
e
t
t
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 to 
N
o
n
 ,
 

Restricted Multilateral 
Treaties ̀
 48
 Brit• 

Y
.
 B. lnt'l 
L. 6
7
 
(1978). 
P
i
e
r
r
e
-
H
e
n
r
i
 I
m
b
e
r
t
,
 L
e
s
 r
e
s
e
r
v
e
s
 a
u
x
 traites m
u
l
t
i
l
a
t
e
r
a
u
x
 

(1979). 

(1980). 

六
五

そ
の
後
加
入
の
た
め
開
放
さ
れ

（
一
九
七
七
年
）
。

Id.
a
t
1
1
5ー

133.

・
ニ
号
合
併
(
-
九
七
九
年
）
。

G
.
F
i
t
z
m
a
u
r
i
c
e
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 to 

J.K. G
a
m
b
l
e
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
to 
Multilateral 
Treaties :
 A
 M
a
c
r
o
s
c
o
p
e
 
Vi蕊
v
o
f
 State 
P
r
a
c
t
i
 g
 7 4
 A
m
.
 J. 
Int'! 
L. 
3
7
2
 

J•K• 

K
o
h
,
 R
e
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
to 
Multilateral Treaties•• 

H
o
w
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 L
e
g
a
l
 D
o
c
t
n
"
n
e
 Reflects 
W
o
r
l
d
 
V
包
oǹ

2
3
 H
a
r
v
.
 

Int'! 
L. 
J. 
71 
(1982). 

(
5
)
 
J
.
M
.
 R
u
d
a
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3
 ̀a
こ
12.

(
6
)
 
Id. 
at 
1
1
3ー

114.

(7)
坂
元
茂
樹
「
米
州
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
規
則
」
『
関
西
大
学
大
学
院
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
ニ
―
号

(8) 
Id. 
a
t
 
1
3
4ー

135.

(
9
)
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
一
九
四
八
年
―
二
月
九
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
同
年
末
ま
で
署
名
の
た
め
開
放
さ
れ
、

一
九
五

0
年
九
月
二

0
日
ま
で
に
、
四
三
カ
国
が
同
条
約
に
署
名
し
、
そ
の
う
ち
白
ロ
シ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
ソ
連
の

一
カ
国
が
同
条
約
を
批
准
し
た
が
、
そ
の
う
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
留
保
を
付
し
、
ま
た
六
カ
国
が

同
条
約
に
加
入
し
た
が
、
そ
の
際
プ
ル
ガ
リ
ア
が
留
保
を
付
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
既
に
同
条
約
の
締
約
国
と
な
っ
て
い
た
エ
ク
ア
ド
ル
と
グ
ァ
テ
マ
ラ

（
一
九
六
七
年
）

（
以
下
、
小
川
「
法
典
化
」
と
し
て
引
用
す
る
。
）
。
同
「
多
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2

国
際
法
委
員
会
に
次
の
こ
と
を
求
め
る
。

ー

Ill II 
(b) 

署
名
ま
た
は
加
入
の
資
格
が
あ
る
が
、

ま
だ
署
名
ま
た
は
加
入
し
て
い
な
い
国
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
き

①
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い
署
名
国
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
き

(b) ①
留
保
に
異
議
を
唱
え
る
当
事
国

の
留
保
を
維
持
し
た
ま
ま
で
条
約
の
当
事
国
と
み
な
さ
れ
う
る
か
。

は
、
ソ
連
等
四
カ
国
の
署
名
の
際
の
留
保
に
つ
き
異
議
を
申
立
て
、
ま
た
、
署
名
は
行
な
っ
た
が
ま
だ
当
事
国
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
英
国
は
、
上
記

の
う
ち
若
干
の
留
保
は
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
表
明
し
た
。
同
条
約
第
一
三
条
に
よ
れ
ば
、
同
条
約
は
、
二

0
番
目
の
批
准
書
ま
た
は
加
入
書
の

寄
託
さ
れ
た
日
か
ら
九

0
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
総
会
第
五
会
期
の
冒
頭
（
一
九
五

0
年
九
月
―

1
0日
）
に
、
同
条

約
の
被
寄
託
者
で
あ
る
国
連
事
務
総
長
は
、
右
の
留
保
を
伴
う
批
准
書
ま
た
は
加
入
書
を
同
条
約
の
発
効
の
た
め
必
要
な
二

0
通
の
中
に
算
入
す
る
か

(
I
d
.
 
at 1
3
3
 
|
 
1
3
4
.
)

。

国
際
司
法
裁
判
所
に
以
下
の
問
題
に
関
し
勧
告
的
意
見
を
求
め
る
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
、
あ
る
国
が
批
准
ま
た
は
加
入
の
際
に
、
ま
た
は
批
准
を
伴
う
べ
き
署
名
の
際
に
、
留
保
を
条
件
と

し
て
同
条
約
を
批
准
し
、

ま
た
は
こ
れ
に
加
入
す
る
場
合
に
、

条
約
の
一
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
当
事
国
が
こ
の
留
保
に
異
議
を
唱
え
、
他
の
当
事
国
が
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
留
保
国
は
そ

第
一
問
に
対
す
る
回
答
が
肯
定
的
で
あ
る
と
き
は
、
留
保
国
と
次
の
者
と
の
間
の
留
保
の
効
力
は
い
か
な
る
も
の
か
。

留
保
を
受
諾
す
る
当
事
国

留
保
に
対
す
る
異
議
が
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
問
に
対
す
る
回
答
に
関
し
て
、

(10)
総
会
決
議
四
七
八
団
（
一
九
五

0
年
―
一
月
一
六
日
）

否
か
の
判
断
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る

そ
の
法
的
効
果
は
い
か
な
る
も
の
か
。

六
六
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(12) 

(17) 

(11) 
九
頁
。

(Id. 
at 
138-139.) 

三
一
四
ー
三
二
三
頁
（
一
九
六
五
年
）
、

章
曰
節
で
紹
介
す
る
。

六
七

条
約
法
の
法
典
化
作
業
に
お
い
て
、
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
を
、
法
典
化
お
よ
び
国
際
法
の
漸
進
的
発
展
の
双
方
の
観
点
か
ら

研
究
し
、
特
に
事
務
総
長
が
被
寄
託
者
と
な
っ
て
い
る
多
数
国
間
条
約
に
つ
い
て
こ
の
研
究
を
優
先
し
、
か
つ
報
告
を
行
い
、
総
会
第
六
会
期
に

こ
の
研
究
に
関
連
し
て
、
総
会
第
五
会
期
中
、
特
に
第
六
委
員
会
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
す
べ
て
の
見
解
を
考
慮
す
る
こ
と
。

〔1951)
I.C.J. 
R
e
p
o
r
t
s
 15. 比
白
川
ば
況
年
〖
芋

E

『
同
孟
踪
法
判
F
伽5佳
示
』
六
三
ー
七
二
頁
(
-
九
七
五
年
）
、
高
野
雄
一
編
著
『
判
例
研
究
・
国
際
司
法
裁
判
所
』

田
畑
茂
二
郎
・
太
寿
堂
鼎
編
『
ケ
ー
ス
プ
ッ
ク
・
国
際
法
〔
増
訂
版
〕
』
二
五
ニ
ー
ニ
五
六
頁
(
-
九
八

0
年）、

宮
崎
繁
樹
編
『
基
本
判
例
双
書
・
国
際
法
』
二
三
ニ
ー
ニ
三
三
頁
(
-
九
八
一
年
）
参
照
。
な
お
、
第
一
の
質
問
に
対
す
る
勧
告
的
意
見
の
概
要
は
、
第
四

R
e
p
o
r
t
 o
f
 t
h
e
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 L
a
w
 C
o
m
i
s
s
i
o
n
 c
o
v
e
r
i
n
g
 t
h
e
 w
o
r
k
 o
f
 its 
third session, 
16 M
a
y
-
2
7
 J
u
l
y
 1951 
(
A
/
1
8
5
8
)
,
 C
h
a
p
t
e
r
 

II-
〔

1951)
2
 Y
.
B
.
 Int'l 
L. 
C
o
m
m
'
n
 125-131. 

Y
u
e
n
 ,
 
Li 
L
i
a
n
g
,
 N
o
t
e
s
 
o
n
 L
e
g
a
l
 
Q
u
e
s
t
i
o
n
s
 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
the 
U
n
i
t
e
d
 N
a
t
i
o
n
s
 :
 T
h
e
 T
h
i
r
d
 S
窃
sion
o
f
 the 
International 
L
a
w
 

C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 :
 R
e
v
苔
v
o
f
 its 
W
o
r
k
 b
y
 
the 
G
e
n
e
r
a
l
 A
s
s
e
m
b
l
y
,
 4
6
 A
m
.
 J. 
lnt'l 
L. 
4
8
3
 
(1952). 
一
又
、
前
掲
注

(
3
)

(16) 
Id. paras. 3
3
-
3
4
 

(15) 
Id. 
paras. 27-28. 

(14) 
Id. 
para. 25. 

(13) 
Id. 
para. 24. 

(b) (a) 

お
い
て
こ
の
報
告
を
検
討
す
る
こ
と
。

二
二
九
ー
ニ
三
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つ
の
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（一）

人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項

容
性
の
基
準
と
し
、
多
数
決
原
理
を
導
入
し
て
い
る
（
同
右
、
七
七
頁
。
）
。

(20)
同
右
、
六
五
ー
八
九
頁
。

(18)
小
川
「
多
辺
条
約
（
一
）
」
、
前
掲
注

(
3
)
六
四
頁
。

(19)
小
川
「
法
典
化
（
ニ
・
完
）
」
、
前
掲
注

(
3
)
六
七
ー
七

0
頁。

(21)
も
っ
と
も
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
第
二
報
告
書
（
一
九
五
四
年
）
の
代
案
A
で
は
、
条
約
発
効
後
三
年
以
内
に
条
約
を
受
諾
す
る
国
の
三
分
の
二
以
上
の
同

意
を
、
ま
た
代
案

B
で
は
、
条
約
の
定
め
る
一
定
期
間
内
に
留
保
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
資
格
の
あ
る
国
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
、
そ
れ
ぞ
れ
許

(22)
小
川
「
法
典
化
（
一
）
」
、
前
掲
注

(
3
)
八
ニ
ー
八
四
頁
参
照
。

(23)
経
塚
作
太
郎
「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
の
意
義
と
評
価
」
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
七
八
巻
一
・
ニ
号
合
併
（
一
九
七
九
年
）
、
ニ

-
1
0頁
参
照
。

留
保
条
項
の
類
型

前
章
に
お
い
て
は
、
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
規
則
の
形
成
過
程
と
現
時
点
で
の
一
般
規
則
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
の
定

め
る
留
保
規
則
を
概
観
し
た
。
で
は
、
多
数
国
間
の
人
権
諸
条
約
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
留
保
規
則
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
人
権
諸
条
約
に
共
通
す
る
留
保
規
則
、
ま
た
は
代
表
的
な
留
保
規
則
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
人
権
諸
条

約
の
留
保
条
項
は
、

む
し
ろ
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
人
権
諸
条
約
の
多
様
な
留
保
条
項
を
、
留
保
の
許
容
性

の
基
準
に
も
と
づ
き
、
前
章
で
み
た
多
数
国
間
条
約
に
お
け
る
留
保
規
則
の
時
間
的
発
展
経
過
に
則
し
て
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
五

六
八
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人権諸条約に対する留保（山崎）

表2 留保条項の類型による人権諸条約の分類表

留（許 保条項の類型 番号 条 約 名 署名・ 留条保文条項
容性に関する規定による） 採択年

1 奴隷条約 1926 

2 ジェノサイド条約 1948 

3 人身売買等禁止条約 1949 

6 国際訂正権条約 1952 

I 無規定型 13 婚姻年令条約 1962 

15 経済・社会・文化権規約 1966 

16 市民・政治権規約 ＂ 
17 同議定書 ＂ 
19 戦争犯罪時効不適用条約 1968 

21 アパルトヘイト条約 1973 

II 一般的許容型 4 ヨーロッパ人権条約 1950 §64 

7 婦人参政権条約 I 1952 §7 

III 留保禁止条文特定型 5 難民条約 1951 §42 

1 . 特定規定の留保禁止 8 無国籍者地位条約 1954 §38 

10 既婚婦人国籍条約 1957 §8 

18 難民議定書 1966 §7 

2. 一般的留保禁対止―-
特定規定に する留保の許容

12 無国籍条約 1961 §17 

3. 全面的留保禁止 ， 奴隷制等廃止補充条約 1956 §9 

11 教育差別禁止条約 1960 §9 

23 個人データ保護条約 1981 §25 

六九

N 両立性の基準型 20 米州人権条約 1969 §75 

22 婦人差別撤廃条約 1979 §28 

V 両立性の基準＋集団的判定型 14 人種差別撤廃条約 1965 §20 
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ち、 ①
留
保
条
項
無
規
定
型

＞
 
IV lll II 

3
 
2
 

ー

一
般
的
留
保
禁
止
1

特
定
規
定
に
対
す
る
留
保
の
許
容

留
保
の
一
般
的
許
容
型

留
保
禁
止
条
文
特
定
型

両
立
性
の
基
準
型

両
立
性
の
基
準
＋
集
団
的
判
定
型

右
の
類
型
に
従
え
ば
、
人
権
諸
条
約
は
前
頁
の
表
（
表

2
)

次
に
、
各
類
型
に
属
す
る
一
＼
二
の
人
権
条
約
の
留
保
条
項
に
つ
い
て
、

こ
の
型
に
属
す
る
人
権
条
約
は
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
二
三
条
約
の
う
ち
の
半
数
近
い
一

0
条
約
を
数
え
る
。
し
か
し
、

一
九
五

0
年
代
前
半
ま
で
に
成
立
し
た
奴
隷
条
約
、

条
約
と
、
婚
姻
年
令
条
約
以
後
の
六
条
約
と
で
は
、
同
じ
留
保
条
項
無
規
定
型
で
も
意
味
あ
い
が
違
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

た
に
せ
よ
、

特
定
規
定
の
留
保
禁
止

全
面
的
留
保
禁
止

I

留
保
条
項
無
規
定
型

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

そ
の
内
容
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
、
人
身
売
買
等
禁
止
条
約
お
よ
び
国
際
訂
正
権
条
約
の
四

前
者
は
、
多
数
国
間
条
約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
の
基
準
と
し
て
の
全
当
事
国
同
意
の
原
則
が
、
厳
格
す
ぎ
る
と
の
批
判
は
受
け
て
い

ま
だ
妥
当
し
て
い
た
時
期
に
成
立
し
た
条
約
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
こ
の
原
則
を
完
全
に
否
定
す
る
結
果
と
な
っ
た

七
〇

そ
の
う
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人権諸条約に対する留保（山崎）

2
 

ー
期
に
は
、
全
当
事
国
同
意
の
原
則
が
妥
当
し
て
お
り
、
条
約
中
に
敢
え
て
留
保
条
項
を
規
定
す
る
必
要
性
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
結
果
と

法
委
員
会
に
お
け
る
条
約
法
の
法
典
化
作
業
の
進
行
中
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
条
約
法
条
約
が
成
立
し
、
多
数
国
間
条
約
に
対

す
る
留
保
規
則
が
確
立
す
る
ま
で
は
、
敢
え
て
独
自
の
留
保
条
項
を
設
け
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、

一
九
六
九
年
に
既
に
条
約
法
条
約
が
成
立
し
た
後
に
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
留
保
規
則
に
つ
い
て
は
、

条
約
法
条
約
の
規
定
す
る
一
般
規
則
を
適
用
す
れ
ば
足
り
る
た
め
、
特
に
留
保
条
項
を
設
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
型
に
属
す
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
婦
人
参
政
権
条
約
で
あ
り
、

い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
条
約
に
署
名
し
又
は
批
准
書
を
寄
託
す
る
際
に
、
自
国
の
領
域
で
そ
の
時
に
有
効
な
い
ず
れ
か
の
法
律
が
こ
の
条
約
の
特
定
の
規
定

と
相
容
れ
な
い
か
ぎ
り
で
、
そ
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
の
も
と
で
付
さ
れ
る
い
か
な
る
留
保
も
、
当
該
法
律
に
関
す
る
簡
単
な
陳
述
を
含
む
も
の
と
す
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
四
条
は
、
留
保
が
禁
止
さ
れ
る
規
定
を
特
定
せ
ず
、
ま
た
留
保
の
許
容
性
に
関
す
る
規
定
も
設
け
て
い
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
四
条

あ
る
。

②
一
般
的
許
容
型

ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
の
場
合
は
、

し
て
留
保
条
項
無
規
定
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、

七

一
般
的
性
格
の
留
保
は
、
こ
の
条
の
も
と
で
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
留
保
条
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

一
九
七
三
年
の
ア
パ

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
を
除
く
後
者
の
五
条
約
の
場
合
は
、
国
際

国
連
総
会
決
議
五
九
八

(VI)
（
一
九
五
二
年
）
以
後
に
成
立
し
た
条
約
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
前
者
の
四
条
約
が
成
立
し
た
時
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い
。
こ
の
意
味
で
、
同
条
は
留
保
を
一
般
的
に
許
容
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
締
約
国
は
全
く
自
由
に
留
保
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
く
、
次
の
三
つ
の
条
件
に
合
致
す
る
場
合
に
限
り
、
留
保
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
当
該
留
保
は
一
般
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、

当
該
留
保
は
、
自
国
の
領
域
で
そ
の
時
に
有
効
な
い
ず
れ
か
の
法
律
が
こ
の
条
約
の
特
定
の
規
定
と
相
容
れ
な
い
か
ぎ
り
で
、
そ
の
規
定

に
つ
い
て
付
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
当
該
留
保
を
付
す
理
由
と
さ
れ
る
、
条
約
の
規
定
と
相
容
れ
な

い
国
内
法
に
関
す
る
簡
単
な
陳
述
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
三
条
件
を
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
条
は
、
締
約
国
に
よ
る

恣
意
的
な
留
保
を
制
約
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

そ
も
そ
も
人
権
条
約
の
締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
が
条
約
上
の
規
定
と
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、
条
約
規
定
と
合
致
す
る

よ
う
国
内
法
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
条
約
上
の
義
務
を
履
行
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
条
は
、
逆
に
、
国
内
法
が
条
約
規
定

と
相
容
れ
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
規
定
に
つ
き
留
保
を
付
す
余
地
を
認
め
て
い
る
。

婦
人
参
政
権
条
約

い
ず
れ
か
の
国
が
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
時
に
こ
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
留
保
を
付
す
る
と
き
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
こ
の
条
約
の
締
約

国
で
あ
る
か
又
は
将
来
締
約
国
と
な
る
す
べ
て
の
国
に
そ
の
留
保
の
本
文
を
通
報
す
る
。
留
保
に
反
対
す
る
国
は
、
前
記
の
通
報
を
受
領
し
た
日
か
ら
九

0
日

の
期
間
内
に
又
は
そ
の
国
が
こ
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
日
に
、
そ
の
留
保
を
承
認
し
な
い
旨
を
同
事
務
総
長
に
通
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

は
、
こ
の
条
約
は
、
そ
の
国
と
そ
の
留
保
を
行
な
っ
た
国
と
の
間
で
は
効
力
を
生
じ
な
い
。

次
に
、
婦
人
参
政
権
条
約
第
七
条
も
、
留
保
が
禁
止
さ
れ
る
規
定
を
特
定
せ
ず
、

第
七
条

ま
た
留
保
の
許
容
性
に
関
す
る
規
定
も
も
っ
て
い
な

七
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人権諸条約に対する留保（山崎）

定
に
対
す
る
留
保
が
禁
じ
ら
れ
た
の
は
、

七

こ
れ
ら
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
こ
と

裁
判
所
へ
の
出
訴
権
（
第
一
六
条
一
項
）
、

2
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
四
条
と
は
異
な
り
、
同
条
は
、
留
保
に
対
す
る
異
議
の
表
明
方
法
を
明
ら
か
に
し
、

議
の
効
果
に
つ
い
て
も
い
わ
ゆ
る
汎
米
慣
行
の
線
に
沿
っ
た
規
定
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
四
二
条

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
又
は
加
人
の
際
に
、
第
一
条
、
第
三
条
、
第
四
条
、
第
十
六
条
ー
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
六
条
か
ら
第
四
十
六
条
ま
で

の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
の
規
定
に
基
づ
い
て
留
保
を
付
し
た
国
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
あ
て
た
通
告
に
よ
り
、
い
つ
で
も
当
該
留
保
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

難
民
条
約
は
、
留
保
を
付
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
規
定
と
許
さ
れ
な
い
規
定
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
留
保
を
付
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ

る
規
定
は
、
実
体
規
定
で
は
、
難
民
の
定
義
（
第
一
条
）
、
無
差
別
条
項
（
第
三
条
）
、
難
民
に
対
す
る
宗
教
上
の
自
由
の
付
与
（
第
四
条
）
、

ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
の
原
則
（
第
三
三
条
）
に
関
す
る
規
定
だ
け
で
あ
る
。
以
上
の
実
体
規

こ
れ
ら
の
規
定
が
難
民
条
約
の
基
本
的
な
規
定
で
あ
り
、

(24) 

は
、
条
約
の
目
的
と
両
立
し
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
他
、
留
保
を
付
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
条
約
の

ー

難
民
条
約

と
に
す
る
。

こ
の
類
型
に
は
、

四
つ
の
人
権
条
約
が
属
す
る
が
、

③
留
保
禁
止
条
文
特
定
型

（
特
定
規
定
の
留
保
禁
止

)
。
こ
ご
、

し

t
t

こ
こ
で
は
、

こ
の
う
ち
、
難
民
条
約
と
既
婚
婦
人
国
籍
条
約
と
を
取
り
上
げ
る
こ

ま
た
、
異
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既
婚
婦
人
国
籍
条
約
は
前
文
お
よ
び

3
 

2
 

ー
実
施
の
た
め
の
国
内
法
令
の
送
付
義
務
（
第
三
六
条
）
、
従
前
の
条
約
と
の
関
係
（
第
三
七
条
）
に
関
す
る
規
定
と
紛
争
の
解
決
、
領
域
的

な
お
、
難
民
条
約
第
四
二
条
は
、
付
さ
れ
た
留
保
の
本
文
の
通
報
、
留
保
に
対
す
る
異
議
申
立
の
方
法
お
よ
び
異
議
の
効
果
に
関
し
て

は
規
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
り
、
第
二
項
に
お
い
て
、
留
保
は
い
つ
で
も
撤
回
で
き
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

既
婚
婦
人
国
籍
条
約

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
、
第
一
条
及
び
第
二
条
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き

1
の
規
定
に
基
づ
い
て
あ
る
国
が
留
保
を
付
し
た
場
合
に
は
、
留
保
が
付
さ
れ
た
規
定
を
除
き
、
こ
の
条
約
は
留
保
を
付
し
た
国
と
他
の
締
約
国
と
の
間
に

効
力
を
生
ず
る
。
国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
留
保
の
本
文
を
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
り
又
は
締
約
国
と
な
る
す
べ
て
の
国
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

条
約
の
締
約
国
又
は
後
に
締
約
国
と
な
る
国
は
、
留
保
を
付
し
た
国
と
の
関
係
で
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
旨
を
、
同
事
務
総
長
に
通
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
告
は
、
既
に
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
国
に
つ
い
て
は
、
同
事
務
総
長
に
よ
る
通
知
の
日
か
ら
九

0
日
以
内
に
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
後
に
締
約
国
と
な
る
国
に
つ
い
て
は
、
批
准
又
は
加
入
車
E

の
寄
託
の
日
か
ら
九

0
日
以
内
に
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
通
告
が

な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
通
告
を
な
し
た
国
と
留
保
を
付
し
た
国
と
の
間
で
は
、
こ
の
条
約
は
効
力
を
有
す
る
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

ー
の
規
定
に
基
づ
い
て
留
保
を
付
し
た
国
は
、
同
事
務
総
長
に
あ
て
た
通
告
に
よ
り
、

る
。
こ
の
通
告
は
、
そ
れ
が
受
理
さ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

る゚

第
八
条

い
つ
で
も
当
該
留
保
の
全
部
又
は
一
部
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き

一
カ
条
か
ら
成
る
が
、
こ
の
う
ち
第
八
条
に
よ
り
留
保
を
付
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

適
用
条
項
等
に
関
す
る
最
終
条
項
（
第
三
八
ー
四
六
条
）

に
つ
い
て
で
あ
る
。

七
四
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人権諸条約に対する留保（山崎）

（
第
一
項
）
。

七
五

(25) 

い
ず
れ
も
こ
の
条
約
の
中
心
的
規
定
で
あ
る
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
に
対
し
て
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
規
定
に
対
す
る
留
保
は
、

こ
の
条
約
第
八
条
の
第
二
項
は
、
留
保
の
通
報
、
留
保
に
対
す
る
異
議
申
立
の
方
法
、
異
議
の
効
果
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
を
置
い
て

い
る
。
特
に
、
異
議
の
効
果
に
関
し
て
は
、
後
に
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
規
則
と
同
様
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る

な
お
、
第
三
項
に
は
、
留
保
の
撤
回
に
関
す
る
規
定
も
置
か
れ
て
い
る
。

無
国
籍
条
約

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
又
は
加
人
の
際
に
、
第
一
一
条
、
第
一
四
条
及
び
第
一
五
条
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
国
籍
条
約
は
、
前
文
お
よ
び
本
文
ニ
―
力
条
か
ら
成
る
が
、
こ
の
う
ち
留
保
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
実
体
規
定
で
は
、
第
―
一
条
に

(29) 

つ
い
て
の
み
で
あ
り
最
終
条
項
で
は
、
第
一
四
条
と
第
一
五
条
に
対
し
て
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
他
の
規
定
に
対
す
る
留
保
は
、

こ
の
条
約
の
留
保
条
項
が
規
定
し
て
い
る
の
は
、
右
の
許
容
性
に
関
し
て
の
み
で
あ
り
、
留
保
の
通
報
、
留
保
に
対
す
る
異
議
の
申
出

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

2
 
こ
の
条
約
に
は
こ
の
他
の
留
保
を
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ー

第
一
七
条

こ
の
類
型
に
属
す
る
の
は
無
国
籍
条
約
だ
け
で
あ
る
。

伺
一
般
的
留
保
禁
止
1

特
定
規
定
に
対
す
る
留
保
の
許
容

点
が
注
目
さ
れ
る
。

的
に
許
容
さ
れ
て
い
る

一
般
的
に

一
般
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④
両
立
性
の
基
準
型

個
人
デ
ー
タ
保
護
条
約

教
育
差
別
禁
止
条
約
第
九
条

皿
全
面
的
留
保
禁
止

奴
隷
制
等
廃
止
補
充
条
約
、
教
育
差
別
禁
止
条
約
お
よ
び
個
人
デ
ー
タ
保
護
条
約
が
こ
の
型
に
属
す
る
。
全
面
的
留
保
の
禁
止
は
、
言

こ
の
条
約
に
は
、

い
か
な
る
留
保
も
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
条
約
に
は
、
い
か
な
る
留
保
も
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
五
条

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
に
も
、
留
保
を
付
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
型
に
属
す
る
の
は
、
米
州
人
権
条
約
と
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
で
あ
る
。

奴
隷
制
等
廃
止
補
充
条
約
第
九
条

う
ま
で
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
類
型
の
中
で
、
最
も
厳
し
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。

方
法
、
異
議
の
効
果
、

に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

七
六
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人権諸条約に対する留保（山崎）

⑤
両
立
性
の
基
準
＋
集
団
的
判
定
型

（
第
三
項
）

米
州
人
権
条
約
は
、
条
約
法
条
約
が
成
立
し
た
一
九
六
九
年
に
採
択
さ
れ
た
た
め
、
独
自
の
留
保
条
項
を
設
け
ず
、
留
保
に
関
し
て
は
、

条
約
法
条
約
上
の
諸
規
定
に
従
う
場
合
に
限
り
、
留
保
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
す
る
、
と
規
定
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

一
九
七
九
年
に
採
択
さ
れ
た
婦
人
差
別
撤
廃
条
約
の
場
合
も
、
留
保
の
許
容
性
の
基
準
と
し
て
、
こ
の
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
の

両
立
性
の
基
準
を
採
用
し
て
い
る
（
第
二
項
）
。
こ
の
他
、
明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項
は
、
留
保
の
通
報
（
第
一
項
）
と
留
保
の
撤
回

に
関
し
て
だ
け
で
あ
る
が
、
留
保
に
対
す
る
異
議
の
申
立
・
効
果
に
関
し
て
も
、
条
約
法
条
約
上
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

3
 
2
 

ー

国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
各
国
に
よ
っ
て
付
さ
れ
る
留
保
の
本
文
を
受
理
し
、
す
べ
て
の
国
に
こ
れ
を
通
報
す
る
。

留
保
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
す
る
そ
の
旨
の
通
告
に
よ
り
い
つ
で
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
事
務
総
長
は
、
そ
の
旨
を
す
べ
て
の
国
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
通
知
は
、
そ
れ
が
受
理
さ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

こ
の
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
と
両
立
し
な
い
留
保
は
許
さ
れ
な
い
。

婦
人
差
別
撤
廃
条
約
第
二
八
条

と
す
る
。

米
州
人
権
条
約
第
七
五
条

七
七

こ
の
条
約
は
、
一
九
六
九
年
五
月
二
三
日
に
署
名
さ
れ
た
条
約
法
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
の
諸
規
定
に
従
う
場
合
に
限
り
、
留
保
の
適
用
を
受
け
る
も
の

3 -1-77 (香法'83)



3
 

2
 

ー

生
ず
る
。

国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
各
国
に
よ
っ
て
付
さ
れ
る
留
保
を
受
理
し
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
か
又
は
将
来
締
約
国
と
な
る
す

べ
て
の
国
に
そ
の
留
保
の
本
文
を
通
報
す
る
。
留
保
に
反
対
す
る
国
は
、
前
記
の
通
報
を
受
領
し
た
日
か
ら
九

0
日
の
期
間
内
に
、
そ
の
留
保
を
受
諾
し
な
い

こ
の
条
約
の
趣
旨
及
び
目
的
と
両
立
し
な
い
留
保
、
並
び
に
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
い
ず
れ
か
の
機
関
の
活
動
を
抑
止
す
る
効
果
を
有
す
る
留

保
は
許
さ
れ
な
い
。
留
保
は
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
が
こ
れ
に
反
対
す
る
場
合
に
は
、
両
立
し
な
い
も
の
又
は
抑
止
的
な
も
の
と
み

な
さ
れ
る
。

第
二

0
条

留
保
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
す
る
そ
の
旨
の
通
告
に
よ
り
い
つ
で
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
通
告
は
、
そ
れ
が
受
理
さ
れ
た
日
に
効
力
を

(30) 

こ
の
留
保
条
項
は
、
留
保
の
許
容
性
に
つ
き
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
の
両
立
性
の
基
準
を
採
用
す
る
と
同
時
に
、

履
行
確
保
の
た
め
設
置
さ
れ
た
い
ず
れ
か
の
機
関
の
活
動
を
抑
止
す
る
効
果
を
有
す
る
留
保
を
不
許
容
と
し
、

さ
ら
に
、

こ
の
条
約
の

こ
の
条
約
の
締

約
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
が
反
対
す
る
留
保
は
、
両
立
し
な
い
も
の
又
は
抑
止
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
型
の
第
一
の
特
徴
は
、
条
約
の
履
行
確
保
機
関
の
活
動
を
抑
止
す
る
効
果
を
も
つ
留
保
を
不
許
容
と
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
第

二
の
特
徴
は
、
留
保
と
条
約
と
の
両
立
性
又
は
留
保
が
抑
止
的
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
各
締
約
国
に
委
ね
、
締
約
国
の
三
分
の

二
以
上
が
異
議
を
唱
え
る
留
保
は
、
不
許
容
と
み
な
す
も
の
と
し
た
点
で
あ
る
。
両
立
性
の
基
準
に
対
し
て
は
、
両
立
す
る
か
否
か
を
誰

旨
を
同
事
務
総
長
に
通
告
す
る
も
の
と
す
る
。

人
種
差
別
撤
廃
条
約

こ
の
型
に
属
す
る
の
は
、

一
九
六
五
年
の
人
種
差
別
撤
廃
条
約
だ
け
で
あ
る
。

七
八
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人権諸条約に対する留保（山崎）

完
成
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
一
般
的
傾
向
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
例
外
も
ま
た
存

在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

さ
て
、
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
五
類
型
の
う
ち
、

111
留
保
禁
止
条
文
特
定
型
の
場
合
は
、
留
保
が
許
容
ま
た
は
禁
止
さ
れ
る
条
文

が
特
定
さ
れ
て
お
り
、
特
定
規
定
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
に
つ
き
疑
義
が
生
ず
る
お
そ
れ
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

IV
両

い
る
。

括

本
章
で
は
、
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
に
は
五
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
各
類
型
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
一
＼
二
の
条

約
を
取
り
上
げ
、
留
保
条
項
の
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
し
、

各
人
権
条
約
の
留
保
条
項
に
は
、
留
保
の
許
容
性
の
基
準
に
関
す
る
規
定
の
他
に
も
、
留
保
の
申
出
時
、
留
保
の
通
報
、
留
保
に
対
す

る
異
議
申
立
の
方
法
、
異
議
の
効
果
お
よ
び
留
保
の
撤
回
に
関
す
る
規
定
も
お
か
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
本
章
で
取
り
上
げ
た
人
権
条

約
の
留
保
条
項
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
表

3

類
型
別
留
保
条
項
の
規
定
内
容
一
覧
」
を
左
に
掲
げ
、
ま
と
め
の
代
り
と
し
た
い
。

次
に
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
二
三
の
人
権
諸
条
約
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
成
立
年
代
順
に
排
列
し
、
留
保
条
項
の
類
型
を
記
入
し
た

「表

4

成
立
年
順
人
権
諸
条
約
留
保
条
項
類
型
表
」
を
左
に
掲
げ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
国
連
総
会
決
議
五
九
八
＂
の
採
択
さ
れ
た
一
九

五
二
年
ま
で
に
成
立
し
た
人
権
条
約
の
留
保
条
項
は
、
難
民
条
約
の
場
合
を
除
き
、
す
べ
て

I
型
ま
た
は

II
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
同
決
議
以
後
一
九
六

0
年
代
前
半
ま
で
に
成
立
し
た
人
権
条
約
の
場
合
は
、
同
決
議
の
影
響
も
あ
り
、
大
部
分

III
型
と
な
っ
て

（二）
が
ど
の
よ
う
に
判
定
す
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
、
と
の
批
判
が
当
初
か
ら
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
第
二
の
特
徴
は
、
こ
れ
に
対
す
る
―
つ
の

回
答
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
最
も
進
ん
だ
留
保
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
六

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、

小

そ
の
特
徴
を
概
観
し
た
。

七
九

IV型
ま
た
は
＞
型
が
新
た
に
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
条
約
法
の
法
典
化
作
業
が
進
行
中
ま
た
は

3-1-79 (香法'83)
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表3 類型別留保条項の規定内容一覧

留保条項 番
署名 留保 留保の 留保

の類型 万ロ
条約名 ・採 条項

申出時
留保の通報 許容性の基準 異議申立方法 異議の効果 撤回

択年 条文 条項

II 
4 
ヨーロッ/{

1950 
§64 署名又は批

~ 一般的性格の留保~ ~ ／／ 人権条約 准書寄託時 は許されない

婦人参政権 §7 署名、批准 国連事務総長→

/ 
通報受領日から90 汎米慣行

I 7 
条約

1952 
又は加入時 締約国又は将来 日以内又は締約国

の締約国となる となる日に異議を

すべての国 国連事務総長に通告
III-1 

5 
難民条約

1951 
§42 署名、批准~ 留保禁止条文の特~ ~ あり又は加入時 ,.,__ 疋

既婚婦人国 1957 §8 署名、批准 国連事務総長→ 留保禁止条文の特 通報受領日から90 ウィーン条約法 あり
籍条約 又は加入時 締約国又は将来 ,-,... 疋 日以内又は批准． 条約第21条と同

10 
の締約国となる 加入書寄託Hから 様の効果

すべての国 90日以内に異議を
国連事務総長に通

告
III-2 

12 
無国籍条約 1961 §17 署名、批准

---------
留保許容条文の特

~ ~ I/ 又は加入時 疋ヽ

Ill-3 ， 奴隷制等廃 1956 §9 ／ ~ 全面的留保禁止~ ----------V 止補充条約

N 
20 
米!-ト1人権条 1969 §75 

ウィーン条約法条約の諸規定に従う場合に限り、留保の適用を受ける
約

婦人差別撤 1979 §28 批准又は加 国連事務総長→ 条約の趣旨および

／ ／ 
あり

22 廃条約 入時 すべての国 目的と両立しない

留保は許されない

V 人種差別撤 1965 §20 批准又は加 国連事務総長→ 条約の趣旨および 通報受領日から90 締約国の少なく あり
廃条約 入時 締約国又は将来 目的と両立しない 日以内に異議を国 とも 3分の 2か

14 
の締約国となる 留保、並びに、条 連事務総長に通告 反対する留保は

すべての国 約上の機関の活動 許されない

を抑止する留保は

許されない

(
8
0
0
↑
垢
枇
）

0
0
0ー

I

|

8



人権諸条約に対する留保（山崎）

表4 成立年順人権諸条約留保条項類型表

留保規則の形成過程 署名・採択年 条 約 名 留保条項の類型

国際連盟以前の慣行

1920 

国際連盟の慣行

1926 奴隷条約 I 

1930 

汎米慣行 1932 

ヽ - ヽ 夕 ヽ

‘‘ 
//  、"- //  、,"-....

‘‘ 
~-::.,.,-

‘‘ --/ ‘‘ -"" 

1940 

国連の慣行

1948 ジェノサイド条約 I 
1949 人身売買等禁止条約 I 
1950 ヨーロッパ人権条約 II 

I C J勧告的意見 1951 難民条約 III -1 
国連総会決議598(VI) 1952 婦人参政権条約 II 

＂ 国際訂正権条約 I 
1954 無国籍者地位条豹 III-1 

1956 奴隷制等廃止補充条約 III-3 
1957 既婚婦人国籍条約 III -1 

国連総会決議1452(XIV)B 1959 
1960 教育差別撤廃条約 III 3 
1961 無国籍条約 III-2 

ウォルドック案 1962 婚姻年令条約 I 

難国人種民際差議人別権定撤；廃約条(約A=・8), 同議定書
1965 V 

1966 I 
II III -1 
1968 戦争犯 ．時効不適用条約 I 

ウィーン条約法条約 1969 米州人 届条約 N 
1970 

八 1973 アパルトヘイト条約 I 

1979 婦人差別撤廃条約 JV 
1980 
1981 個人データ保護条約 IIl-3 
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影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
。
」

立
性
の
基
準
型
に
つ
い
て
は
、
特
定
規
定
に
対
す
る
留
保
が
当
該
条
約
の
趣
旨
・
目
的
と
両
立
す
る
か
否
か
は
、

判
断
す
る
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

的
判
定
型
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

旨
・
目
的
か
ら
し
て
留
保
が
許
さ
れ
な
い
規
定
が
存
在
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い

格
の
留
保
」
は
許
さ
れ
な
い
旨
が
明
文
で
規
定
さ
れ
て
は
い
る
が
）
。
さ
ら
に
は
、

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
問
題
点
を
考
え
る
際
の
指
針
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告

的
意
見
の
次
の
一
節
の
中
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
留
保
条
項
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
条
約
の
性
質
、
目
的
、

(32) 

規
定
、
準
備
と
採
択
の
方
法
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
、
留
保
を
な
し
う
る
か
否
か
、
留
保
の
有
効
性
・
効
果
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

そ
こ
で
、
続
く
第
三
章
で
は
、
い
く
つ
か
の
代
表
的
な
人
権
条
約
に
つ
い
て
、
留
保
条
項
の
準
備
作
業

(
t
r
a
v
a
u
x
p
r
e
p
a
r
a
t
o
i
r
e
s
)

を

(32
の
2
)

概
観
し
、
人
権
条
約
の
起
草
過
程
で
、
留
保
の
許
容
性
等
に
つ
き
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

(24) 
N
e
h
m
i
a
h
 R
o
b
i
n
s
o
n
,
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 relating to 
t
h
e
 
S
t
a
t
u
s
 of 
R
e
f
u
g
e
e
s
,
 Its 
H
i
s
t
o
r
y
,
 
C
o
n
t
e
n
t
s
 a
n
d
 Interpretation ̀

 
at 
1
7
5
-
1
7
7
 

(
1
9
5
3
)
.
 

に
委
ね
ら
れ
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

る
か
否
か
自
体
が
規
定
上
全
く
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

こ
の
両
立
性
の
判
断
基
準
に
対
し
、

II
一
般
的
許
容
型
の
場
合
は
、

I
無
規
定
型
に
至
っ
て
は
、

そ
も
そ
も
留
保
が
許
さ
れ

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
場
合
に
は
、
「
一
般
的
性

す
べ
て
の
規
定
に
対
す
る
留
保
が
許
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
条
約
の
趣

人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
規
定
は
、
未
だ
に
不
備
な
点
が
多
く
、
解
釈

(25)
「
各
締
約
国
は
、
自
国
民
と
外
国
人
と
の
婚
姻
の
締
結
．
お
よ
び
そ
の
解
消
、
な
ら
び
に
婚
姻
中
に
お
け
る
夫
の
国
籍
の
変
更
は
、
妻
の
国
籍
に
自
動
的
に

(26)
「
各
締
約
国
は
、
自
国
民
が
自
由
意
思
で
他
国
国
籍
を
取
得
し
又
は
国
籍
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
妻
の
国
籍
の
継
続
的
保
有
が
妨
げ
ら
れ
る

―
つ
の
回
答
を
示
し
た
の
が
＞
両
立
性
の
基
準
＋
集
団

一
体
誰
が
ど
の
よ
う
に

八
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人権諸条約に対する留保（山崎）

本
章
で
は
、
主
要
な
人
権
条
約
に
つ
い
て
、

的
に
は
、
別
稿
で
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

(32
の
2
)
な
お
、
条
約
の
性
質
・
目
的
・
規
定
・
採
択
の
方
法
等
の
要
素
と
留
保
の
許
容
性
等
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
第
四
章
で
も
一
部
触
れ
る
が
、

(32)
〔

1
9
5
1
)

I.C.J. 
R
e
p
o
r
t
s
 1
5
,
 
2
2
 

(31) 

(29)
締
約
国
の
本
土
以
外
の
地
域
へ
の
条
約
の
適
用
に
関
す
る
規
定
。

(30)
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、
両
立
性
の
基
準
を
採
用
し
た
初
め
て
の
条
約
で
あ
る
。

o
f
 the 
U
、~ited Natio‘is 
C
o
這
ミ
uio}z
 

o
n
 the E
l
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 o
f
 A
l
l
 F
o
n苔

0
]
]容
蕊
こ
ぎ

3
mination), in 
Recueil d
'
E
t
u
d
e
s
 d
e
 Droit 

International, 
E
n
 H
o
m
m
a
g
e
 a
 Pa
u
l
 G
u
g
g
e
n
h
e
i
m
 ̀

 
2
6
6
 `
 
2
7
1
 
(
1
9
6
8
)
.
 

一
九
五
一
年
の
国
際
法
委
員
会
に
お
け
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
前
章
日
節
固
を
み
よ
。
ま
た
、
学
者
に
よ
る
批
判
に
つ
い
て
は
、

二
二
三
ー
ニ
ニ
四
頁
、

J
.
M
.
R
u
d
a
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 3
,
 
at 1
4
7ー

1
4
8

参照。

(28)
条
約
の
解
釈
・
適
用
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
規
定
。

゜
る
」
る
者
が
、

も
の
で
は
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
。
」

説
明
の
便
宜
上
、
成
立
年
順
に
、

人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程

(27)
「
締
約
国
は
、
第
六
番
目
の
批
准
書
又
は
加
人
書
が
寄
託
さ
れ
た
後
、

八

各
々
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程
の
概
略
と
主
要
な
論
点

一
般

一
又
、
前
掲
注

(
3
)

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
国
連
の
機
構
内
に
、
こ
の
条
約
に
よ
る
利
益
を
請
求
す

そ
の
請
求
の
審
査
お
よ
び
そ
の
請
求
の
管
轄
官
庁
へ
の
提
出
の
た
め
の
援
助
を
申
請
す
べ
き
機
関
の
設
置
の
た
め
努
力
す
べ
き
も
の
と
す

See, A
.
 Cassese, A
 N
e
w
 Rerseroation Clauses 
(Article 2
0
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(35) 

右
の
英
国
提
案
は
高
官
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
高
官
会
議
が
提
出
し
た
単
一
条
約
草
案
の
第
六

0
条
と
な
っ
た
。
単
一
条
約
草
案

は
、
引
き
続
き
、
協
議
総
会
の
法
律
・
行
政
問
題
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
留
保
条
項
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
見
解
が
取
り
ま
と

(36) 

め
ら
れ
、
閣
僚
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
高
官
会
議
提
出
の
単
一
条
約
草
案
第
六

0
条
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
、
条
約
が
規
定

す
る
事
項
に
関
し
、
国
内
法
に
お
い
て
最
も
変
更
し
た
く
な
い
事
柄
に
つ
き
無
制
限
に
留
保
を
行
う
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

た
権
限
は
、
条
約
か
ら
実
際
的
効
力
を
奪
い
、

3
 
2
 

ー

一
般
的
性
格
の
留
保
は
、
こ
の
条
の
も
と
で
は
許
さ
れ
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
起
草
作
業
は
、
欧
州
審
議
会

(
C
o
u
n
c
i
l
o
f
 E
u
r
o
p
e
)

の
提
案
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
専
門
家
委
員
会
に

お
い
て
開
始
さ
れ
た
が
、
同
委
員
会
が
起
草
し
た
最
初
の
条
約
草
案
中
に
は
、
留
保
に
関
す
る
条
項
は
規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

同
条
約
の
性
格
を
考
慮
し
、

一
定
の
条
件
の
下
で
、
留
保
を
付
す
可
能
性
を
残
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
英
国
代
表
に
よ
り
、
草
案
中
に

(34) 

次
の
よ
う
な
留
保
条
項
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
の
時
に
批
准
内
を
寄
託
す
る
際
に
、
自
国
の
領
域
て
そ
の
時
に
有
効
な
い
ず
れ
か
の
法
律
が
こ
の
条
約

の
規
定
と
相
容
れ
な
い
か
ぎ
り
で
、
そ
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
の
も
と
で
付
さ
れ
る
い
か
な
る
留
保
も
、
当
該
法
律
に
関
す
る
簡
単
な
陳
述
を
含
む
も
の
と
す
る
。

ま
た
条
約
の
モ
ラ
ー
ル
な
権
威
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

し
、
そ
の
後
、
若
干
の
政
治
的
な
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
、

（一）

(33) 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
（
一
九
五

0
年）

を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
五

0
年
六
月
に
開
催
さ
れ
た
高
官
会
議
に
お
い
て
、
強
制
力
を
持
つ

こ
う
し

そ
こ
で
、
少
な
く
と
も
、
留

八
四
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人権諸条約に対する留保（山崎）

い
て
進
め
ら
れ
た
。
英
国
草
案
に
お
け
る
留
保
条
項
（
第
七
条
）

条
約
起
草
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
は
、
留
保
条
項
の
審
議
に
あ
た
り
、
国
連
総
会
決
議
五
九
八
＂
に
留
意
す
べ
き
こ
と
が
同
委
員
長

か
ら
注
意
換
起
さ
れ
た
。
同
委
員
会
に
お
い
て
は
、
条
約
中
に
留
保
条
項
を
設
け
る
べ
き
か
否
か
、

さ
れ
る
か
、

ま
た
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
か
、

は
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
条
約
の
起
草
作
業
は
、

口
奴
隷
制
等
廃
止
補
充
条
約
(
-
九
五
六
年
）

保
を
伴
う
批
准
や
加
入
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
他
の
当
事
国
の
特
定
多
数
に
よ
る
受
諾
を
条
件
と
し
て
、

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
留
保
の
動
機
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
第
六

0
条
中
に
、
留
保
を
付
し
た
当
事
国

は
、
条
約
規
定
と
相
容
れ
な
い
国
内
法
を
維
持
す
る
理
由
を
、
欧
州
審
議
会
事
務
総
長
に
定
期
的
に
報
告
す
る
旨
の
規
定
を
設
け
る
こ
と

以
上
の
よ
う
な
審
議
に
も
と
づ
き
、
閣
僚
理
市
会
は
条
約
草
案
を
採
択
し
、
こ
れ
を
協
議
総
会
で
の
審
議
に
付
託
し
た
。
協
議
総

会
に
お
い
て
も
、
留
保
条
項
は
当
然
検
討
さ
れ
た
が
、
概
し
て
、
法
律
・
行
政
問
題
委
員
会
に
よ
る
見
解
ほ
ど
厳
し
い
評
価
は
示
さ
れ
な

か
っ
た
。
か
く
し
て
、
協
議
総
会
に
お
い
て
条
約
は
採
択
さ
れ
、
留
保
条
項
は
条
約
第
六
四
条
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
条
は
、

(38) 

様
々
な
異
な
る
見
解
の
間
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
あ
っ
て
も
、
条
約
起
草
者
た
ち
は
、

面）

た
の
で
あ
る
。

が
望
ま
し
い
。

一
九
五

0
年
時
点
で
は
、
欧
州
審
議
会
と
い
う
地
域
的
国
際
組
織
内

で
き
る
だ
け
多
く
の
国
を
条
約
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
妥
協
の
道
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ

一
九
五
四
年
に
英
国
が
提
出
し
た
条
約
草
案
に
も
と
づ
き
、
条
約
起
草
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
委
員
会
に
お

ょ、

に
つ
き
見
解
が
分
か
れ
た
。

八
五

お
よ
び
、
条
約
に
対
す
る
留
保
は
許

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
留
保
条
項
（
第
六
四
条
）

と
実
質
的
に

そ
の
効
力
を
認
め
る
も
の
と
す

3
 
1 --85 (香法'83)



パ
キ
ス
タ
ン
代
表
も
、

も
し
留
保
が
許
さ
れ
る
と
、

同
委
員
会
の
第
一
八
回
会
合
に
お
い
て
、
英
国
草
案
第
七
条
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
修
正
案
が
否
決
さ
れ
た
後
、

フ
ラ
ン
ス
提
案

(
E
¥

Ac. 4
3
/
L
.
 3
9
)
 

こ
の
条
約
に
署
名
し
か
つ
こ
れ
を
批
准
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
す
る
国
は
、

ユ
ー
ゴ
提
案

(
E
¥
AC. 4
3
/
L
.
 4
0
)
 

い
か
な
る
留
保
も
付
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
、
ー
ー
＇
条
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ー
の
規
定
に
基
づ
い
て
留
保
を
付
し
た
国
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
あ
て
た
通
告
に
よ
り
、

い
つ
で
も
当
該
留
保
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
委
員
会
第
一
九
回
会
合
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
代
表
は
先
の
提
案
に
対
す
る
修
正
案
と
し
て
、
「
こ
の
条
約
に
は
い
か
な
る
留
保
も
付

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
の
条
文
案

(
E
¥
AC. 43/L. 3
9
/
R
e
v
.
 2
)

を
提
出
し
、

同
委
員
会
条
約
案
第
七
条
（
留
保
条
項
）

と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、

こ
れ
が
賛
成
六
、
反
対
三
、
棄
権
一
で
採
択
さ
れ
、

(40) 

ユ
ー
ゴ
提
案
は
投
票
に
付
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
条
約
を
採
択
し
た
国
連
全
権
会
議
に
お
い
て
も
、
留
保
条
項
に
関
し
討
議
さ
れ
た
。

条
項
の
削
除
を
提
案
し
た
の
に
対
し
、
留
保
条
項
を
設
け
な
い
と
複
雑
な
法
的
問
題
を
招
く
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
代
表
が
反
対
し
、

一
般
的
に
受
諾
し
う
る
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
払
わ
れ
た
す
べ
て
の
努
力
が
報

わ
れ
な
く
な
り
、
多
数
国
間
条
約
の
効
力
と
利
点
が
損
わ
れ
る
、

2
 

ー
ゴ
か
ら
次
の
よ
う
な
新
た
な
条
文
案
が
提
出
さ
れ
た
。

と
し
て
反
対
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
、

フ
ラ
ン
ス
代
表
は
、
条
約
は
通

ま
ず
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
が
留
保

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ユ
ー

八
六

ま
た
、

常
妥
協
に
基
づ
い
て
お
り
、
国
家
が
自
己
に
都
合
の
良
い
規
定
の
み
を
受
諾
し
、
不
都
合
な
規
定
を
拒
否
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
留
保

3-1-86 (香法'83)
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(43) 

口
既
婚
婦
人
国
籍
条
約
（
一
九
五
七
年
）

こ。t
 

は
、
条
約
の
バ
ラ
ン
ス
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
、

さ
れ
る
よ
う
な
影
評
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
先
例
が
創
ら
れ
る
の
を
好
ま
な
い
傾
向
が
若
干
の
代
表
の
中
に
み
ら
れ
る
と
し
て
、
共
に
ア
ル

(41) 

ゼ
ン
チ
ン
提
案
に
反
対
を
表
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

と
の
見
解
を
示
し
、

八
七

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
婦
人
の
地
位
委
員
会
に
お
い
て
新
た
な

ま
た
ト
ル
コ
代
表
は
、
人
権
規
約
案
に
対
す
る
留
保
が
可
能
と

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代
表
に
よ
る
留
保
条
項
削
除
提
案
は
各
国
代
表
か
ら
批
判
さ
れ
た
が
、

そ
の
中
で
も
最
も
明
解
な
批
判

は
、
英
国
代
表
に
よ
る
次
の
よ
う
な
反
対
論
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
留
保
条
項
に
反
対
す
る
者
は
、
留
保
を
禁
止
す
る
条
項
を
規
定
す

る
こ
と
は
国
家
主
権
と
相
容
れ
な
い
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
見
解
に
は
同
意
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
は
、
条

約
の
当
事
国
と
な
る
に
際
し
、
留
保
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
同
意
し
た
と
し
て
も
、
国
家
主
権
と
相
容
れ
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
条
約
に
対
す
る
留
保
を
予
め
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
の
当
事
国
に
な
ろ
う
と
す
る
す
べ
て
の

国
の
利
益
に
合
致
す
る
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
が
示
し
た
両
立
性
の
基
準
は
、

多
く
の
国
際
法
学
者
に
よ
れ
ば
、
留
保
に
関
す
る
困
難
な
問
題
を
解
決
し
て
は
い
な
い
。
国
連
総
会
決
議
五
九
八

M
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
決
議
の
趣
旨
に
従
い
、
留
保
か
ら
生
ず
る
多
く
の
困
難
な
問
題
を
避
け
る
た
め
、
留
保
を
全
面
的
に
禁
止
す
る

(42) 

条
項
を
条
約
草
案
中
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
審
議
の
結
果
、
結
局
留
保
条
項
は
削
除
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
草
案
第
七
条
が
条
約
第
九
条
（
留
保
条
項
）

こ
の
条
約
は
、
国
際
法
委
員
会
に
よ
り
最
初
の
草
案
が
準
備
さ
れ
、

と
な
っ

条
約
草
案
が
作
成
さ
れ
た
。
新
草
案
は
、
さ
ら
に
、
国
連
総
会
第
三
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
国
連
総
会
で
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
。
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2
 

ー

か
か
る
修
正
案
は
条
約
の
効
力
を
弱
め
る
も
の
で

こ
の
英
国
修
正
案
に
関
し
て
は
、
条
約
の

こ
れ
に
対

シ
リ
ア
、

婦
人
の
地
位
委
員
会
に
よ
る
条
約
草
案
中
の
留
保
条
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
又
は
加
入
の
際
に
、
条
の
規
定
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
の
規
定
に
基
づ
い
て
留
保
を
付
し
た
国
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
あ
て
た
通
告
に
よ
り
、

い
つ
で
も
当
該
留
保
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
委
員
会
で
は
、
留
保
条
項
に
関
し
て
は
、
主
に
留
保
の
許
容
性
と
留
保
の
効
果
に
つ
き
審
議
さ
れ
た
。
ま
ず
、
留
保
の
許
容

性
に
関
し
て
は
、
条
約
の
一
体
性
を
保
っ
た
め
、

す
べ
て
の
留
保
を
禁
止
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
、
多
数
国
間
条
約
に
対
し
留
保
を
行
う
権
利
は
主
権
国
家
の
不
可
譲
の
特
権
で
あ
る
の
で
、
留
保
を
行
う
権
利
に
制
限
を

加
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
ソ
連
等
の
見
解
と
が
対
立
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
条
約
自
体
が
規
定
す
る
範
囲
は
狭
い
の
で
、
数
多
く
の

国
が
一
部
の
実
体
的
規
定
の
み
に
参
加
す
る
の
で
は
こ
の
条
約
の
趣
旨
が
生
か
さ
れ
な
い
と
し
て
、
無
制
限
に
留
保
を
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
見
解
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
草
案
の
留
保
条
項
第
一
項
は
基
本
的
に
は
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、

し
て
は
い
く
つ
か
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
ュ
ー
バ
代
表
は
、
本
条
約
の
基
本
的
目
的
で
あ
る
婚
姻
に
よ
る
妻
の
国
籍

(44)

（

45) 

の
自
動
的
喪
失
ま
た
は
取
得
の
防
止
を
規
定
す
る
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
に
対
す
る
留
保
を
禁
止
す
る
旨
の
修
正
案
を
提
出
し
、
ユ
ー
ゴ

(46) 

代
表
は
同
じ
趣
旨
か
ら
第
三
条
に
対
す
る
留
保
を
も
禁
止
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
英
国
代
表
は
、
自
国
の
領
域
で
そ
の
時
に

有
効
な
い
ず
れ
か
の
法
律
が
こ
の
条
約
の
特
定
の
規
定
と
相
容
れ
な
い
か
ぎ
り
で
、

そ
の
規
定
に
つ
い
て
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
六
四
条
一
項
と
同
一
内
容
）
旨
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、

目
的
は
条
約
規
定
と
相
容
れ
な
い
国
内
法
規
の
改
正
を
促
す
こ
と
に
あ
る
の
に
対
し
、

あ
る
と
の
異
議
が
唱
え
ら
れ
、
後
に
撤
回
さ
れ
た
。
留
保
の
許
容
性
に
関
し
て
は
、
結
局
、

キ
ュ
ー
バ
お
よ
び
ユ
ー
ゴ
修
正
案
が
投
票
に

＼
＼
 

}

｝

 

ユ
ー
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再
審
議
に
お
い
て
は
、

留
保
の
許
容
性
に
つ
い
て
は
、

七
、
棄
権
三
三
で
こ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

結
局
、
英
国
修
正
案
も
撤
回
さ
れ
た
。

八
九

シ
リ
ア

次
に
、
留
保
の
効
果
に
関
し
て
は
、
条
約
草
案
は
何
ら
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ソ
連
代
表
は
、
留
保
国
と
他
の
締
約
国
と

の
間
は
、
留
保
が
関
連
す
る
規
定
を
除
き
、
条
約
関
係
が
生
ず
る
が
、
国
連
事
務
総
長
に
対
し
当
該
留
保
国
と
の
関
係
で
条
約
に
拘
束
さ

れ
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
旨
を
通
告
し
た
締
約
国
と
留
保
国
と
の
間
の
条
約
関
係
は
生
じ
な
い
、

の
修
正
案
は
、
い
わ
ゆ
る
汎
米
慣
行
を
取
り
人
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
条
約
の
一
体
性
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
強
い
批
判
を
受
け
、

撤
回
さ
れ
た
。

で
き
な
い
、

ま
た
、
英
国
代
表
か
ら
は
、
留
保
が
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
場
合
に
は
、
留
保
国
と
他
締
約
国
と

の
間
に
条
約
関
係
が
生
じ
、
三
分
の
一
以
上
の
締
約
国
が
こ
れ
に
反
対
し
た
場
合
に
は
、
当
該
留
保
国
は
条
約
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
が

と
の
趣
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
英
国
は
、
こ
の
修
正
案
に
よ
り
、
留
保
は
合
理
的
範
囲
内
に
制
限
さ
れ
、
条
約
の
一

体
性
が
保
た
れ
る
、

と
主
張
し
た
が
、

付
さ
れ
、
両
者
と
も
採
択
さ
れ
た
。

と
の
趣
旨
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
こ

ブ
ル
ガ
リ
ア
代
表
は
締
約
国
の
数
を
限
定
し
か
ね
な
い
と
し
て
こ
れ
に
反
対
し
た
。
こ
う
し
て
、

以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
て
、
草
案
の
留
保
条
項
は
、
全
体
と
し
て
、
賛
成
ニ
―
‘
反
対
〇
、
棄
権
四
三
で
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
、

棄
権
の
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
投
票
後
ウ
ル
グ
ア
イ
代
表
か
ら
、
留
保
条
項
の
再
審
議
を
行
う
旨
の
動
議
が
出
さ
れ
、
賛
成
二
四
、
反
対

ユ
ー
ゴ
代
表
か
ら
、
第
三
条
に
対
す
る
留
保
を
禁
止
す
る
旨
の
修
正
案
を

撤
回
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
留
保
の
効
果
に
関
し
て
は
、
先
に
第
三
委
員
会
の
採
択
し
た
留
保
条
項
案
中
に
は
、
明
文
の

規
定
が
な
く
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
シ
リ
ア
代
表
か
ら
、
留
保
の
効
果
お
よ
び
留
保
に
対
す
る
異
議
に
関
す
る
項
を
追
加
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
第
三
委
員
会
採
択
案
と
こ
の
シ
リ
ア
修
正
案
を
融
合
さ
せ
る
作
業
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
新
た
に
、

修
正
案
に
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
ウ
ル
グ
ア
イ
提
案
に
か
か
る
若
干
の
手
直
し
を
加
え
た
第
二
項
が
設
け
ら
れ
、
従
来
の
第
二
項
を
第
三
項
と

3 -1-89 (香法'83)



会
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
。
同
草
案
の
留
保
条
項
は
、
人
権
委
員
会
事
務
局
の
作
成
し
た
最
終
条
項
参
考
案
を
土
台
と
し
て
、

年
―
一
月
二
九
日
＼
―
二
月
八
日
の
総
会
第
三
委
員
会
に
お
け
る
討
議
を
経
て
、
同
年
―
二
月
ニ
―
日
の
第
二

0
回
国
連
総
会
本
議
会
で

(48) 

審
議
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
。

(49) 

第
三
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
権
委
員
会
事
務
局
が
作
成
し
た
留
保
条
項
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。
同
案
は
、
第
一
項
で
、

ず
れ
の
国
も
、
署
名
・
批
准
・
加
入
に
際
し
、
留
保
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
第
二
項
で
、
（
留
保
国
と
他
締
約
国
と
の
条
約

関
係
は
、
当
該
留
保
に
係
わ
る
規
定
を
除
き
、
効
力
を
有
し
、
伺
国
連
事
務
総
長
は
、
留
保
の
本
文
を
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
又
は
締
約

国
と
な
り
う
る
す
べ
て
の
国
に
通
告
し
、
皿
こ
の
通
告
を
受
け
た
国
は
、
通
告
後
九

0
日
以
内
（
後
日
締
約
国
と
な
る
国
に
つ
い
て
は
、

批
准
・
加
入
の
寄
託
の
日
か
ら
九

0
日
以
内
）
に
、
留
保
国
と
の
関
係
で
こ
の
条
約
に
拘
束
さ
れ
な
い
旨
を
同
事
務
総
長
に
通
告
で
き
、

的
か
か
る
通
告
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
通
告
を
行
な
っ
た
国
と
留
保
国
と
の
間
に
は
条
約
関
係
は
生
じ
な
い
、
も
の
と
し
、

第
三
項
で
は
、
留
保
国
は
、
留
保
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
い
つ
で
も
撤
回
で
き
る
、
も
の
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
人
権
委
員
会
事
務
局
案
に
対
し
て
は
、
特
定
規
定
に
対
す
る
留
保
を
禁
止
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
修
正
案
、

タ
ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
同
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
両
修
正
案
の
審
議
中
に
、

題
の
多
い
条
約
で
あ
り
、

ま
た
留
保
に
関
し
て
も
多
く
の
問
題
を
含
む
提
案
が
種
々
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
条
約
の
起
草
作
業
は
、

で
採
択
さ
れ
、

さ
ら
に
、

す
る
新
留
保
条
項
案
が
作
成
さ
れ
た
。
審
議
の
過
程
で
の
若
干
の
修
正
を
経
て
、
こ
の
新
条
項
案
は
、
賛
成
三
四
、
反
対
〇
、
棄
権
二
七

一
九
五
七
年
の
第
一
―
回
国
連
総
会
に
お
い
て
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
。

一
九
六
二
年
以
来
国
連
人
権
委
員
会
お
よ
び
そ
の
下
部
機
関
で
あ
る
差
別
防
止
少
数
者
保
護
小
委
員

(47) 

四
人
種
差
別
撤
廃
条
約
(
-
九
六
五
年
）

ま
た

お
よ
び
ガ
ー
ナ
・
モ
ー
リ

カ
ナ
ダ
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
問

む
し
ろ
こ
の
留
保
規
定
を

九
〇

し)

一
九
六
五
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的
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
認
め
、
第
一
項
に
お
い
て
、

こ
の
条
約
の
被
寄
託
者
で
あ
る
国
連
事
務
総
長
は
、

九

こ
の
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
か

述
べ
た
。

削
除
し
、
こ
れ
に
よ
り
各
国
が
加
入
し
易
い
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
趣
旨
を
口
頭
で
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
表
決
の
結
果
、
賛

(So) 

成
二
五
、
反
対
一
九
、
棄
権
三
四
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
棄
権
が
多
か
っ
た
た
め
、
比
較
的
少
数
の
賛
成
で
留
保
条
項
案
は
葬

ら
れ
、
結
局
第
三
委
員
会
は
留
保
条
項
を
欠
く
形
の
条
約
草
案
を
採
択
し
た
。

(51) 

一
九
六
五
年
―
二
月
ニ
―
日
の
国
連
総
会
本
会
議
で
は
、
条
約
草
案
中
に
留
保
条
項
を
挿
入
す
る
旨
の
三
三
カ
国
共
同

修
正
案
（
採
択
さ
れ
た
条
約
第
二

0
条
と
同
一
内
容
）
が
再
び
提
出
ざ
れ
た
。
三
三
カ
国
を
代
表
し
て
、

ガ
ー
ナ
代
表
は
こ
の
修
正
案
の

趣
旨
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
条
約
草
案
中
に
留
保
条
項
が
な
い
と
、
条
約
の
効
力
は
最
初
か
ら
無
力
な
も
の
と
な
る
。

第
三
委
員
会
に
お
い
て
留
保
条
項
が
削
除
さ
れ
た
の
は
、
棄
権
票
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
再
度
審
議
す
れ
ば
留
保
条
項
の
必
要
性
は

理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
条
約
草
案
の
第
四
条
（
人
種
的
優
越
主
義
に
も
と
づ
く
差
別
お
よ
び
扇
動
の
禁
止
）
、
第
一
四
条
（
個
人
お
よ
び

集
団
の
申
立
と
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
の
権
限
）
お
よ
び
第
一
五
条
（
他
の
国
際
文
書
が
認
め
る
個
人
の
請
願
権
）
の
規
定
は
、
こ
の
条

約
の
本
質
的
規
定
で
あ
り
、
非
常
な
努
力
の
結
果
成
立
し
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
に
対
し
留
保
を
付
す
こ
と
は
受
け
入
れ
難
い
。
こ
の
条

約
の
よ
う
に
、
留
保
を
行
う
こ
と
に
よ
り
条
約
自
体
の
基
本
的
価
値
が
損
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
条
約
に
お
い
て
は
、
留
保
を
全
面
的
に

禁
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
妥
協
の
精
神
で
ま
た
長
時
間
を
要
す
る
議
論
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
共
同
修
正
案
を
提
案
す
る
。(52) 

将
来
に
問
題
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
、
留
保
条
項
を
設
け
る
こ
と
は
、
国
連
総
会
決
議
五
九
八

(VI)
の
趣
旨
に
も
合
致
す
る
で
あ
ろ
う
。

ガ
ー
ナ
代
表
は
、
三
三
カ
国
共
同
修
正
案
の
趣
旨
を
以
上
の
よ
う
に
説
明
し
、
さ
ら
に
続
け
て
各
項
目
の
提
案
理
由
に
つ
き
次
の
よ
う
に

国
連
の
全
加
盟
国
は
、
こ
の
条
約
の
交
渉
・
採
択
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
人
権
文
書
た
る
こ
の
条
約
は
普
遍

ま
た
は
将
来
締
約
国
と
な
る
す
べ
て
の
国
に
留
保
の
本
文
を
通
報
す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
の
国
の
参
考
に
供
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

し
か
し
、
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入
す
る
規
定
）
が
ロ
ー
ル
・
コ
ー
ル
に
よ
る
分
割
投
票
に
付
さ
れ
、
賛
成
六
二
、
反
対
一
八
、
棄
権
二
七
で
採
決
さ
れ
、
次
い
で
、
第
二

項
全
体
が
、
賛
成
八
二
、
反
対
四
、
棄
権
ニ
―
で
採
択
さ
れ
、
最
後
に
、
共
同
修
正
案
全
体
が
、
賛
成
八
二
、
反
対
四
、
棄
権
ニ
―
で
採

涵）

択
さ
れ
た
。

五

(53) 

こ
の
規
定
は
、
婦
人
参
政
権
条
約
を
は
じ
め
既
に
い
く
つ
か
の
条
約
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。

第
二
項
に
お
い
て
は
、
前
段
で
両
立
性
の
基
準
を
採
用
し
、

ま
た
後
段
で
締
約
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
が
反
対
す
る
留
保
を
不
許

容
と
し
た
。
こ
の
規
定
は
、
伝
統
的
な
全
当
事
国
同
意
の
原
則
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
も
の
で
あ
る
が
、

お
い
て
も
広
く
支
持
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。
第
二
項
は
、
こ
の
条
約
の
解
釈
に
関
す
る
多
く
の
法
的
紛
争
が
生
ず
る
の
を
避
け
る
た
め
、

(54) 

総
会
が
採
択
し
う
る
最
善
の
条
項
で
あ
る
。
な
お
、
第
三
項
に
関
し
て
は
、
特
に
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
右
の
共
同
修
正
案
に
対
し
て
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
、
（
留
保
の
問
題
は
国
家
主
権
と
密
接
に
関
連
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

伺
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
が
、
か
か
る
起
草
の
最
終
段
階
に
提
案
さ
れ
た
た
め
、
本
国
政
府
と
十
分
に
協
議
で
き
ず
、
圃
こ
の
条
約
中
に

留
保
条
項
を
設
け
る
の
は
望
ま
し
い
が
、
こ
れ
を
拙
速
に
規
定
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
留
保
条
項
を
欠
く
方
が
望
ま
し
い
、
と
の
趣
旨
で
反

対
し
、
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
は
、
第
三
委
員
会
で
既
に
否
決
さ
れ
た
性
質
の
修
正
案
を
再
提
出
す
る
の
は
妥
協
の
精
神
に
反
す
る
、
と
し
て

(569 

反
対
を
表
明
し
た
。
ま
た
、
第
二
項
の
規
定
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
メ
キ
シ
コ
代
表
は
、
国
家
は
こ
の
条
約
を
実
施
す
る
た
め
自
由
に
国

内
法
を
制
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、
留
保
の
許
容
性
を
多
数
決
に
よ
り
判
断
す
る
も
の
と
す
る
と
、
こ
の
自
由
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

（
団
）

と
し
て
こ
れ
に
反
対
し
た
。

国
内
立
法
権
が
侵
害
さ
れ
る
、

以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
て
、
共
同
修
正
案
は
表
決
に
付
さ
れ
た
。
ま
ず
、
問
題
の
多
い
第
二
項
後
段
（
集
団
的
判
定
制
度
を
導

か
く
し
て
、
共
同
修
正
案
が
条
約
第
二

0
条
（
留
保
条
項
）

と
な
っ
た
。

一
九
六
二
年
に
国
際
法
委
員
会
に

九
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人権諸条約に対する留保（山崎）

が
で
き
る
。

0
会
期
に
お
い
て
は
、

国
際
人
権
規
約
の
草
案
は
、
国
連
人
権
委
員
会
及
び
同
委
員
会
の
八
名
の
委
員
か
ら
成
る
起
草
委
員
会
に
お
い
て
起
草
・
検
討
さ

れ
た
。
留
保
の
問
題
は
、
人
権
委
員
会
の
第
五
会
期
（
一
九
四
九
年
）

し
、
こ
こ
で
は
、
留
保
の
許
容
性
に
関
し
デ
ン
マ
ー
ク
、
英
国
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、

(60) 

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
留
保
問
題
は
討
議
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

合
の
諸
機
関
、
専
門
機
関
お
よ
び
諸
国
は
、
多
数
国
間
条
約
を
起
草
す
る
際
に
、
留
保
の
許
容
性
又
は
非
許
容
性
及
び
留
保
に
付
与
す
べ

き
効
果
に
関
す
る
規
定
の
挿
入
を
検
討
す
べ
き
」
こ
と
が
勧
告
さ
れ
た
。
こ
の
一
般
的
な
勧
告
に
も
と
づ
き
、
同
年
二
月
五
日
に
総
会
は
、

部
（
市
民
・
政
治
的
権
利
に
関
す
る
実
体
規
定
）

さ
ら
に
、
決
議
五
四
六
間
に
お
い
て
、
「
留
保
の
許
容
性
ま
た
は
非
許
容
性
お
よ
び
留
保
に
付
与
す
べ
き
効
果
に
関
す
る
一
ま
た
は
そ
れ
以
(61) 

上
の
条
文
」
を
二
つ
の
規
約
草
案
の
中
に
挿
入
す
る
準
備
を
す
る
よ
う
人
権
委
員
会
に
指
示
す
る
こ
と
を
経
済
社
会
理
事
会
に
勧
告
し
た
。

二
こ
れ
を
受
け
て
、
人
権
委
員
会
は
第
一
〇
会
期
（
一
九
五
四
年
）
に
お
い
て
、
再
び
留
保
条
項
に
関
す
る
条
文
案
の
審
議
を
行
な

っ
た
。
同
会
期
に
は
、
一
切
の
留
保
を
許
さ
な
い
と
の
趣
旨
の
チ
リ
・
ウ
ル
グ
ア
ィ
提
案
と
、
す
べ
て
の
規
定
に
つ
い
て
何
ら
の
制
約
な

し
に
留
保
を
認
め
る
べ
き
だ
と
の
趣
旨
の
英
国
提
案
に
対
す
る
ソ
連
修
正
案
を
両
極
端
と
し
て
、
こ
の
他
、
国
家
の
国
内
法
が
規
約
第
III

の
特
定
の
規
定
と
抵
触
す
る
か
、
ま
た
は
実
効
を
与
え
な
い
限
り
に
お
い
て
、
締
約
国

の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
条
件
と
し
て
留
保
を
認
め
る
と
い
う
英
国
提
案
お
よ
び
規
約
の
趣
旨
・
目
的
と
両
立
す
る
も
の
に
限
っ
て
留

(62) 

保
を
認
め
る
と
の
中
国
・
エ
ジ
プ
ト
・
レ
バ
ノ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
同
提
案
等
種
々
の
留
保
条
項
案
が
提
出
さ
れ
た
。
人
権
委
員
会
第
一

こ
れ
ら
の
提
案
や
修
正
案
に
も
と
づ
き
留
保
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
審
議
さ
れ
た
が
、
主
要
な
問
題
点
は
、
①
留
保

を
認
め
る
べ
き
か
否
か
、
⑮
認
め
ら
れ
る
留
保
の
性
質
・
範
囲
、

(59)
（

59
の
2
)

国
国
際
人
権
規
約
（
一
九
六
六
年
）

お
よ
び
第
六
会
期
（
一
九
五

0
年）

九

に
お
い
て
登
場
し
た
。
し
か

一
九
五
二
年
＇
一
月
―
二
日
の
国
連
総
会
決
議
五
九
八
＂
に
お
い
て
、
「
国
際
連

お
よ
び
い
留
保
に
付
与
す
べ
き
法
的
効
果
、

の
三
点
に
要
約
す
る
こ
と

い
ず
れ
も
否
決

3
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第
一
に
、
留
保
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
、
チ
リ
・
ウ
ル
グ
ア
ィ
提
案
と
ソ
連
修
正
案
と
い
う
二
つ
の

対
立
す
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
前
者
の
主
張
の
根
拠
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
規
約
の
規
定
に
対
す
る
留
保
を
容
認

す
れ
ば
、
規
約
の
基
礎
で
あ
る
普
遍
性
の
原
則
と
即
時
適
用
の
原
則
は
損
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
規
約
は
、
あ
る
国
が
他
国
に
対
し
て
、
相

互
王
義
に
も
と
づ
き
ま
た
は
あ
る
種
の
利
益
と
交
換
に
、
一
定
の
利
益
を
付
与
す
る
文
書
で
は
な
い
か
ら
、
規
約
に
留
保
を
付
す
こ
と
を

認
め
る
の
は
適
当
で
な
い
。
規
約
は
、
第
三
の
当
事
者
で
あ
る
個
人
に
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
、
締
約
国
自
体
に
権
利
を
付
与
す
る
も

(63) 

の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
、
条
約
に
留
保
を
付
す
国
家
の
権
利
は
承
認
さ
れ
た
国
際
法
原
則
で
あ
る
か
ら
、
国
際
約
束
の
テ

キ
ス
ト
を
全
会
一
致
で
な
く
多
数
決
に
よ
っ
て
起
草
す
る
方
式
に
お
い
て
は
、
起
草
過
程
で
少
数
で
あ
っ
た
国
に
留
保
を
行
う
権
利
を
与

え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
権
利
を
否
定
す
る
こ
と
は
国
際
法
、
特
に
、
国
連
憲
章
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
諸
国
の
主
権
平
等
の
原
則
に
反
す

(64) 

と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
両
者
の
中
間
に
は
、
実
際
的
必
要
か
ら
留
保
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う

な
見
解
も
表
明
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
規
約
は
、
人
権
全
般
に
つ
い
て
法
典
化
し
、
現
行
国
内
法
を
改
正
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
が
、
現
行
の
法
制
度
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
規
約
の
諸
規
定
を
締
約
国
の
法
制
度
と
厳
密
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
は
、
人
権
尊
重
に
関
し

高
度
の
レ
ベ
ル
を
達
成
し
た
国
に
あ
っ
て
も
期
待
で
き
な
い
。
規
約
の
諸
規
定
と
調
和
す
る
よ
う
に
国
内
法
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

が
、
そ
の
た
め
の
手
続
に
は
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
、
規
約
草
案
の
多
く
の
条
文
は
多
数
決
で
採
択
さ
れ
た
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
多
く

の
国
に
よ
っ
て
規
約
が
批
准
さ
れ
る
た
め
に
は
、
留
保
の
許
容
性
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
留
保
を
認
め

る
こ
と
は
、
規
約
草
案
第
二
条
第
二
項
が
規
約
の
漸
進
的
実
施
を
認
め
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
規
約
の
諸
規
定
が
即
時
的
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
も
と
づ
い
て
の
み
、
規
約
の
特
定
の
規
定
の
漸
進
的
実
施
を
目
的

(65) 

と
す
る
留
保
が
可
能
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
認
め
ら
れ
る
留
保
の
性
質
・
範
囲
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ
た
。
ソ
連
修
正
案
は
、
す
べ
て
の
国

る、

九
四
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家
は
必
要
と
み
な
す
留
保
を
行
う
主
権
的
権
利
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
権
利
は
い
か
な
る
種
類
の
制
約
に
よ
っ
て
も
損
な
わ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
し
て
、
無
制
限
に
留
保
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
無
制
限
に
留
保
を
認
め
る
と
、
種
々

の
締
約
国
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
多
数
の
テ
キ
ス
ト
が
生
ず
る
結
果
、
各
締
約
国
が
そ
の
国
に
適
し
た
規
定
に
の
み
拘
束
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
規
約
は
そ
の
実
効
性
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
し
て
、
規
約
に
対
し
留
保
を
行
う
権
利
は
無
制
限
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と

の
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
主
権
国
家
は
規
約
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
発
的
に
そ
の
主
権
を
制
限
す
る

(66) 

と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
立
場
か
ら
提

の
で
あ
る
か
ら
、
留
保
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
は
国
家
主
権
論
と
両
立
し
な
い
も
の
で
は
な
い
、

出
さ
れ
た
の
が
、
前
述
の
英
国
案
と
中
国
等
四
カ
国
共
同
提
案
で
あ
る
。

英
国
案
は
、
国
家
の
国
内
法
が
規
約
第
III
部
の
特
定
の
規
定
と
抵
触
す
る
か
、

こ
と
が
で
き
る
、

九
五

ま
た
は
実
効
を
与
え
な
い
限
り
に
お
い
て
留
保
を
付
す

と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
許
容
さ
れ
る
留
保
の
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
締
約
国
の
三
分
の
二

以
上
に
よ
る
受
諾
を
条
件
と
し
て
留
保
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
留
保
の
許
容
性
の
判
断
を
人
権
に
対
す
る
共
通
の
関
心
に
よ

っ
て
拘
束
さ
れ
る
緊
密
に
結
合
し
た
国
際
共
同
体
(
a
closely 
knit C
o
m
m
u
n
i
t
y
 of S
t
a
t
e
s
)
の
手
に
委
ね
、
国
家
に
よ
る
留
保
権

(67) 

の
濫
用
に
対
す
る
保
障
手
段
と
し
た
。

こ
の
英
国
提
案
に
対
し
て
は
、
種
々
の
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
。
ま
ず
、
規
約
第
III
部
に
対
し
て
の
み
留
保
を
認
め
る
、
と
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
（
ど
の
規
定
に
対
し
て
留
保
を
行
う
か
は
国
家
に
決
定
権
が
あ
る
の
で
国
際
法
の
原
則
に
反
す
る
、
国
留
保
し
う
る
規
定
を
特

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
対
す
る
留
保
を
奨
励
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
皿
第
III
部
は
規
約
の
最
も
重
要
な
部

分
な
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
留
保
を
認
め
る
こ
と
は
規
約
の
目
的
に
反
す
る
、
佃
規
約
第
四
条
に
よ
っ
て
、
公
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
も

(68) 

効
力
停
止
を
許
さ
れ
な
い
実
体
的
諸
権
利
に
対
す
る
留
保
を
容
認
す
る
結
果
と
な
る
、
等
の
反
対
論
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
に
、
国
家
は
、

自
国
の
法
律
が
規
約
第

111
部
の
特
定
の
規
定
と
抵
触
す
る
か
、
ま
た
は
そ
れ
に
実
効
を
与
え
な
い
限
り
に
お
い
て
留
保
を
行
う
こ
と
が
で
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き
る
、

と
す
る
点
に
関
し
て
は
、
規
約
の
即
時
適
用
の
原
則
に
反
し
て
、
事
実
上
、
漸
進
的
実
施
の
要
素
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
、
と

(69) 

の
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
留
保
は
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
点
に
つ
い
て

(70) 

は
、
（
国
家
主
権
の
原
則
と
両
立
し
な
い
、
圃
留
保
に
関
す
る
原
則
の
全
面
否
定
で
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
た
。

中
国
等
四
カ
国
共
同
提
案
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
示
さ
れ
た

両
立
性
の
基
準
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
共
同
提
案
に
対
し
て
は
、

m勧
告
的
意
見
に
お
い
て
示
さ
れ
た
両
立
性
の

基
準
は
、
あ
く
ま
で
も
、
留
保
条
項
を
規
定
し
て
い
な
い
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
み
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
規
約
草
案
に
は
適
さ
な
い
、

伺
人
権
規
約
の
よ
う
な
広
範
か
つ
詳
細
な
多
数
国
間
条
約
の
趣
旨
・
目
的
を
定
義
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
、
条
約
の

(72) 

趣
旨
・
目
的
と
の
両
立
を
条
件
と
し
て
、
留
保
を
認
め
る
こ
と
は
極
め
て
望
ま
し
く
な
い
、
と
の
反
対
論
が
表
明
さ
れ
た
。

第
三
に
、
留
保
に
付
与
す
べ
き
法
的
効
果
に
関
し
て
は
、
国
際
連
盟
お
よ
び
当
時
ま
で
の
国
際
連
合
の
慣
行
、
汎
米
慣
行
、
国
際
司
法

（刀）

裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
が
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
。
ま
ず
、
全
当
事
国
同
意
の
原
則
は
、
留
保
に
対
し
異
議
を
唱
え
る
権
利
が
留
保
を
行

な
っ
た
国
を
規
約
か
ら
排
除
す
る
結
果
と
な
る
一
種
の
拒
否
権
と
し
て
用
い
ら
れ
か
ね
な
い
、
と
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
汎
米
慣
行
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
採
用
す
る
と
規
約
を
普
遍
的
性
格
の
文
書
か
ら
一
連
の
二
国
間
協
定
に
改
変
さ
せ
る
こ
と
に
な

(74) 

り
か
ね
な
い
と
の
反
対
論
が
唱
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
留
保
は
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
に
よ
っ
て
受
諾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
の
英
国
提
案
に
つ
い
て
は
、
他
の
制
度
よ
り

も
適
切
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
み
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
規
約
は
多
数
決
で
採
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
締
約
国
が
規
約
上
負
う

べ
き
義
務
に
対
し
留
保
に
よ
り
提
案
さ
れ
る
い
か
な
る
修
正
も
、
投
票
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
。
他
方
、
規
約
の
問
題
条
文
の
多
く
は
過
半
数
ぎ
り
ぎ
り
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
英
国
提
案
は
規
約
の
発
効
を
無
制
限
に

(75) 

遅
ら
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
同
提
案
を
批
判
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

九
六
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ー

き
る
。

い
ず
れ
の
提
案
も
大
多
数
の
支
持
を
得
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

九
七

に
第
三
委
員
会
で
最
終
的
に
審
議
さ
れ
た
。

中
国
等
四
カ
国
共
同
提
案
に
よ
れ
ば
、
留
保
が
規
約
の
趣
旨
・
目
的
と
両
立
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
争
い
が
、
関
係
国
間
の
特
別
の

協
定
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
留
保
を
行
な
っ
た
締
約
国
ま
た
は
こ
れ
に
反
対
す
る
締
約
国
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
す

こ
の
紛
争
に
結
着
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
留
保
に
異
議
を
唱
え
る
国
は
留
保
国
を

締
約
国
で
は
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
反
対
に
、
留
保
を
受
諾
し
た
国
は
、
留
保
国
を
規
約
の
締
約
国
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
共
同
提
案
に
対
し
て
は
、
川
あ
る
国
は
留
保
国
を
規
約
の
締
約
国
で
は
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
、

そ
の
双
方
と
も
残
り
の
国
家
と
の
関
係
で
は
締
約
国
で
あ
り
う
る
の
で
、
規
約
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
、
伺
異
議
申
立
国
が
留
保
の

効
果
に
関
す
る
紛
争
を
国
際
司
法
裁
判
所
に
付
託
し
、
裁
判
所
が
当
該
留
保
は
規
約
の
趣
旨
・
目
的
と
は
両
立
し
な
い
と
の
判
決
を
下
し

拘
束
さ
れ
る
と
い
う
不
都
合
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
、

た
場
合
に
は
、
訴
外
の
留
保
国
と
そ
の
留
保
を
受
諾
し
た
が
紛
争
当
事
国
で
は
な
い
国
は
、
規
約
と
両
立
し
な
い
と
宣
告
さ
れ
た
留
保
に

(76) 

と
の
批
判
が
な
さ
れ
た
。

人
権
委
員
会
第
一
〇
会
期
に
お
い
て
は
、
人
権
規
約
草
案
に
お
け
る
留
保
条
項
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、

人
権
規
約
草
案
に
お
け
る
留
保
条
項
は
、
国
連
総
会
第
ニ
―
会
期
（
一
九
六
六
年
）

同
委
員
会
に
は
、
経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
案
お
よ
び
市
民
・
政
治
権
規
約
案
の
最
終
条
項
中
に
次
の
よ
う
な
留
保
条
項
を
挿
入
す
べ

(77) 

き
で
あ
る
と
の
英
国
提
案

(
A
I
C
.
3
/
L
.
 1
3
5
3
/
R
e
v
.
 2
&
3
)

が
提
出
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
国
も
、
こ
の
規
約
の
批
准
又
は
加
人
書
を
寄
託
す
る
際
に
、
こ
の
規
約
の
趣
旨
及
び
目
的
と
両
立
し
な
い
も
の
で
な
い
留
保
を
付
す
る
こ
と
が
で

こ
の
規
約
の
発
効
後
直
ち
に
、
国
際
連
合
事
務
総
長
は
、
受
理
し
た
す
べ
て
の
留
保
の
写
し
を
、
そ
の
日
ま
で
に
留
保
を
付
し
又
は
こ
れ
を
付
さ
ず
に
批
准
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と
の
見
解
が
表
明
さ
れ
た
。
結
局
、

7
 
6
 
5
 

4
 
3
 
同
事
務
総
長
は
、
こ
の
規
約
の
発
効
後
に
受
理
し
た
留
保
の
写
し
を
、
こ
の
規
約
の
す
べ
て
の
締
約
国
に
直
ち
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
の
規
定
に
従
い
留
保
の
写
し
の
通
報
を
受
け
た
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
が
、
批
准
の
日
か
ら
三
カ
月
以
内
に
当
該
留
保
を
受
諾
し
又
は
こ
れ
に

異
議
を
申
立
て
な
い
場
合
に
は
、
当
該
留
保
は
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

前
項
に
よ
る
留
保
の
受
諾
に
も
と
づ
き
、
留
保
を
伴
う
批
准
又
は
加
入
書
は
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
に
従
っ
て
留
保
を
付
し
た
い
ず
れ
の
国
も
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
対
す
る
そ
の
旨
の
通
告
に
よ
り
、
留
保
の
全
部
又
は
一
部
を
そ
の
受
諾
の
後
い

こ
の
規
約
の
規
定
の
完
全
な
適
用
を
達
成
す
る
た
め
に
、
こ
の
条
に
従
っ
て
留
保
を
付
し
た
い
ず
れ
の
国
も
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、
そ
の
留
保
の
全
部

又
は
一
部
を
撤
回
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

右

の

英

国

提

案

は

、

こ

れ

に

対

し

て

は

、

（

多

数

国

間

条

約
に
対
し
、
締
約
国
が
条
約
の
趣
旨
・
目
的
に
反
し
な
い
留
保
を
付
す
権
利
は
、
今
や
国
際
法
上
認
め
ら
れ
た
原
則
で
あ
り
、
伺
ま
た
、

他
締
約
国
に
よ
る
留
保
に
対
す
る
異
議
の
申
立
に
よ
り
、
異
議
申
立
国
が
別
段
の
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
、
異
議
申
立
国
と
留
保
国
と

(78) 

の
間
に
は
条
約
関
係
は
な
く
な
る
こ
と
も
ま
た
確
立
し
て
い
る
の
で
、
英
国
提
案
の
よ
う
な
留
保
条
項
を
規
約
中
に
設
け
る
必
要
は
な
い
、

(79) 

こ
の
見
解
が
第
三
委
員
会
に
お
い
て
大
勢
を
占
め
た
た
め
、
英
国
は
右
の
提
案
を
撤
回
し
、
同
規
約

中
に
は
、
留
保
条
項
は
規
定
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
市
民
・
政
治
権
規
約
案
に
つ
い
て
も
、
第
三
委
員
会
の
大
勢
が
経
済
・
(80) 

社
会
・
文
化
権
規
約
案
の
最
終
条
項
を
そ
の
ま
ま
同
案
の
最
終
条
項
と
し
て
採
択
す
る
こ
と
に
一
致
し
た
た
め
、
英
国
案
は
撤
回
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
長
期
間
の
審
議
の
末
、
両
規
約
と
も
固
有
の
留
保
条
項
を
も
た
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
か
か
る
結
論
を
得
る
に
至
っ
た
の
は
、

つ
で
も
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
省
略
）
。

又
は
加
入
書
を
寄
託
し
た
す
べ
て
の
国
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

し
か
し
、

九
八
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つ
い
て
み
て
も
、

こ
の
第
三
委
員
会
の
開
催
さ
れ
た
数
力
月
前
に
、
条
約
法
条
約
草
案
が
国
際
法
委
員
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
人
権
規

約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
も
同
条
約
の
定
め
る
留
保
規
則
に
則
っ
て
処
理
す
れ
ば
よ
い
、
と
の
考
え
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
よ

(81) 

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
、
主
要
な
五
つ
の
人
権
条
約
の
留
保
条
項
に
つ
い
て
、

か
に
し
た
。
本
章
で
検
討
し
た
五
条
約
は
、
人
権
の
国
際
的
保
障
を
目
的
と
す
る
多
数
国
間
条
約
で
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
制

定
主
体
、
条
約
の
目
的
、
成
立
年
等
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
制
定
主
体
に
つ
い
て
み
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
は
欧
州
審
議
会
の
主
催
の
下
で
起
草
・
採
択
さ
れ
た
の
に
対
し
、
他
の
四
条
約
は
、
い
ず
れ
も
、
国
連
の
主
催
の
下
で
起
草
・
採
択

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
条
約
の
目
的
に
つ
い
て
み
る
と
、
婦
人
参
政
権
条
約
、
奴
隷
制
等
廃
止
補
充
条
約
、
既
婚
婦
人
国
籍
条

い
ず
れ
も
、
婦
人
参
政
権
の
保
障
、
奴
隷
制
度
の
全
廃
等
の
単
一
の
人
権
の
保
障
を
目
的
と
す
る
個

約
お
よ
び
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、

別
的
人
権
条
約
で
あ
る
の
に
対
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
国
際
人
権
規
約
は
、
綜
合
的
人
権
条
約
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
成
立
年
に

一
九
五

0
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
と
か
な
り
の
幅
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
の
留
保
条

項
の
制
定
過
程
で
の
主
要
な
論
点
は
、

す
な
わ
ち
、
留
保
の
許
容
性
に
関
し
て
は
、
留
保
の
全
面
的
許
容
論
と
全
面
的
禁
止
論
と
を
両
極
端
と
す
る
様
々
な
見
解
が
表
明
さ
れ

た
。
前
者
の
主
張
は
、
多
数
決
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
多
数
国
間
条
約
に
お
い
て
は
、
起
草
過
程
で
少
数
派
で
あ
っ
た
国
に
留
保
を
行
う

権
利
を
与
え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は
、
主
権
国
家
の
不
可
譲
の
特
権
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
留
保
の

全
面
的
許
容
論
は
、
主
に
社
会
主
義
国
の
代
表
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
国
際
法
委
員
会
に
お
け
る
条
約
法
条
約
の
起
草
過
程
で

（六）

小

括

ほ
ぽ
共
通
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

九
九

そ
の
制
定
過
程
を
概
観
し
、
そ
こ
で
議
論
さ
れ
た
主
要
な
論
点
を
明
ら
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と
こ
ろ
で
、

を
強
調
し
て
、

て
で
な
く
第
三
の
当
事
者
た
る
個
人
に
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
基
礎
を
成
す
普
遍
性
の
原
則
と
即
時
適
用
の
原
則
が
損
わ
れ
る
の
で
、

(33)
主
と
し
て
、
S
.
M
a
r
c
u
s
 ,
 
H
e
l
m
o
n
s
,
 L
'
A
 rlicle 
d
e
 la Com•ention 

d
e
 R
o
m
e
 o
u
 !es 
R
e
s
ミ、
[
)
C
S
d
[
d
Cミ
～
苫
n
t
i
o
n
Eミ、
0
p
唸
ミ
i
e
d
C
S
D
r
o
i
.
[
S

(34) 
C
o
u
n
c
i
l
 of E
u
r
o
p
e
,
 4
 Co
l
l
e
c
t
e
d
 E
d
i
t
i
o
n
 o
f
 the "
T
r
a
v
a
u
x
 P
r
e
p
a
r
a
t
o
i
r
e
s
 ̀'of t
h
e
 E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 162 

(36) 
5
 

(
3
 

留
保
の
全
面
的
禁
止
を
主
張
す
る
次
の
よ
う
な
見
解
も
み
ら
れ
た
。

人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
条
項
の
制
定
過
程
に
お
け
る
議
論
の
―
つ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

d
e
l
`
 Ho
m
n
z
e
,
 45 
R
e
v
.
 d
e
 D
r
o
i
t
 Internat. 
et 
d
e
 D
r
o
i
t
 C
o
m
p
a
r
e
 7. 
1
2
'
1
4
 
(1968). 
に
よ
ス
ッ
。

ー

164.

(1977) 
〔

hereinafter
cited a
s
 T
r
a
v
a
u
x
 P
r
e
p
a
r
a
t
o
i
r
e
s〕
・

す
な
わ
ち
、

一
部
に
表
現
の
違
い
は
あ
る
が
、
内
容
は
現
第
六
四
条
と
ほ
ほ
同
様
で
あ
っ
た
。
(
4
T
r
a
v
a
u
x
 P
r
e
p
a
r
a
t
o
i
r
e
s
 238.) 

L
e
t
t
e
r
 of 2
4
t
h
 J
u
n
e
 1950 f
r
o
m
 Sir M
a
x
w
e
l
l
 ,
 
Fyfe. C
h
a
i
r
m
a
n
 of t
h
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 o
n
 L
e
g
a
l
 a
n
d
 A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
v
e
 Q
u
e
s
t
i
o
n
s
,
 to t
h
e
 

C
h
a
i
r
m
a
n
 of t
h
e
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
 of Ministers. 
5
 T
r
a
v
a
u
x
 P
r
e
p
a
r
a
t
o
i
r
e
s
 4
0
 
(1979). 

し
た
主
張
が
み
ら
れ
る
の
は
、

相
互
主
義
に
も
と
づ
き
ま
た
は
あ
る
種
の
利
益
と
交
換
に
、

規
約
に
対
す
る
留
保
は
全
面
的
に
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
う

従
っ
て
、

規
約
の
規
定
に
対
す
る
留
保
を
容
認
す
れ
ば
、

規
約

一
定
の
利
益
を
付
与
す
る
文
書
で
は
な
い
。

規
約
は
、

締
約
国
自
体
に
対
し

規
約
は
、

あ
る
国
が
他
国
に
対
し
て
、

国
際
人
権
規
約
の
起
草
過
程
に
お
い
て
は
、

右
の
よ
う
な
一
般
的
な
根
拠
の
他
に
、

規
約
の
人
権
条
約
と
し
て
の
特
殊
性

諾
し
う
る
条
約
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
努
力
が
報
い
ら
れ
ず
、

(83) 

過
程
に
お
い
て
国
際
法
委
員
会
で
み
ら
れ
た
見
解
と
同
様
の
主
張
を
根
拠
と
し
て
い
た
。

ま
た
条
約
の
一
体
性
が
損
わ
れ
る
、

と
い
う
条
約
法
条
約
の
起
草

程
に
お
い
て
も
、

多
数
を
占
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

後
者
の
主
張
は
、

概
ね
、

留
保
が
許
さ
れ
る
と
、

一
般
的
に
受

(82) 

社
会
主
義
国
出
身
の
委
員
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
主
張
は
、

い
ず
れ
の
条
約
の
起
草
過

1
0
0
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(39) 
P. 

ー

H
.
Imbert, supra n
o
t
e
 2
.
 

at 3
8
 

(37) 
S
.
 
M
a
r
c
u
s
 ,
 
H
e
l
m
o
n
s
,
 supra n
o
t
e
 3
3
,
 
at 1
3
.
 

(38)
例
え
ば
、
専
門
家
委
員
会
草
案
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
対
立
す
る
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

現
行
法
が
条
約
規
定
に
完
全
に
合
致
し
て
い
な
い
各
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
が
当
該
締
約
国
に
つ
き
発
効
し
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
必
要
な
改
正
を

行
う
こ
と
を
約
束
す
る
。

第
五

0
条
対
案

A

加
入
書
を
寄
託
す
る
国
の
政
府
は
、
国
内
法
が
条
約
規
定
に
完
全
な
効
力
を
与
え
て
い
る
旨
を
厳
粛
に
宣
言
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五

0
条
対
案

B

(
4
 
T
r
a
v
a
u
x
 Preparatoires 2
5
6
.
)
 

1
0
 

国
家
の
現
行
法
が
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
特
定
の
権
利
及
び
自
由
に
つ
い
て
条
約
規
定
に
完
全
な
効
力
を
付
与
で
き
な
い
場
合
に
は
、
国
家
は
、
批
准

又
は
加
入
書
を
寄
託
す
る
と
き
に
、
当
該
国
内
法
を
維
持
す
る
権
利
を
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
か
る
留
保
を
付
し
た
国
は
、
国
際
連
合
事
務
総
長
に
、
留
保
の
対
象
と
さ
れ
る
問
題
に
関
す
る
国
内
法
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
情
報
を
提
供
し
、
ま

た
同
事
務
総
長
は
こ
れ
を
こ
の
条
約
の
他
当
事
国
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
さ
ら
に
、
留
保
を
付
し
た
国
は
、
適
切
な
期
間
内
に
、
こ
の
条
約
の
規
定

に
完
全
な
効
力
を
付
与
す
る
た
め
、
国
内
法
を
改
正
す
る
可
能
性
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
連
合
の
関
係
機
関
は
、
当
該
国
に
対
し
こ
の
点

に
関
す
る
進
展
に
つ
い
て
の
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

（
国
連
の
人
権
委
員
会
第
五
会
期
に
お
け
る
国
際
人
権
規
約
の
留
保
条
項
に
関
す

(
3
 
T
r
a
v
a
u
x
 Preparatoires 3
3
4
 ;
 4
 
T
r
a
v
a
u
x
 Preparatoires 4
8
-
5
0
.
)
 

一
九
五

0
年
六
月
の
高
官
会
議
に
お
い
て
は
、
右
の
対
案

A
の
内
容
を
条
約
中
に
規
定
す
る
こ
と
は
無
用
で
あ
る
こ
と
が
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
、
逆

に
、
条
約
中
に
留
保
条
項
を
設
け
る
べ
き
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

る
デ
ン
マ
ー
ク
提
案
）
。

第
五

0
条
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(51) 

(50) 
9
)
 

(
4
 

(48) 
6
)
 

(
4
 

(43) 

(42) 

(41) 

(40) 
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ガ
ー
ナ
等
ア
フ
リ
カ
ニ
六
カ
国
に
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
日
本
、

『
総
会
の
事
業
』

一
四
八
頁
。

1
0八
頁
。

各
締
約
国
は
、
自
国
民
の
外
国
人
で
あ
る
妻
は
、
申
請
に
よ
り
、
特
別
に
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
帰
化
手
続
に
よ
っ
て
、
夫
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
同
意
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
国
籍
の
付
与
は
、
国
家
の
安
全
ま
た
は
公
の
秩
序
の
た
め
課
せ
ら
れ
る
制
限
を
条
件
と
し
て
行

各
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
は
、
自
国
民
の
外
国
人
で
あ
る
妻
が
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
権
利
と
し
て
夫
の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

す
る
法
律
ま
た
は
慣
行
に
影
響
＂
を
及
ぼ
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
同
意
す
る
。
」

(47)
主
と
し
て
、

2
0
G
A
O
R
,
 1
4
0
6
t
h
 P
l
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
i
n
g
(
A
/
P
V
.
 1406) (1965) 
;
 20
 G
A
O
R
 ̀

 
A
n
n
e
x
e
s
,
 A
g
e
n
d
a
 i
t
e
m
 5
 
00 

D
r
a
f
t
 International 

C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 t
h
e
 E
l
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 of All F
o
r
m
s
 of R
a
c
i
a
l
 D
i
s
c
r
i
m
i
n
a
t
i
o
n
 

総
会
の
事
業
（
下
巻
）
』

『
総
会
の
事
業
』

R
e
p
o
r
t
 of t
h
e
 T
h
i
r
d
 C
o
m
m
i
t
t
e
e
,
 
(
A
/
6
1
8
1
)
 

2
 
う
こ
と
が
で
き
る
。

「

l

(45)
注

(26)

(44)
注

(25)
を
み
よ
。

を
み
よ
。

Id. para. 3
2
 

（
一
九
六
五
年
）
、

2
0
 G
A
O
R
,
 1
4
0
6
 P
l
e
n
a
r
y
 M
e
e
t
i
n
g
 

U.N• 

Doc., E
/
2
8
2
4
,
 paras. 
1
7
2
-
1
8
8
 

（
以
下
、

(1956). 

(
A
/
P
V
.
 1406) ｀
 
paras. 3
 0
ー

3
1

『
総
会
の
事
業
』

(1965)・ 

C
f
 C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 o
n
 t
h
e
 nationality 
o
f
 m
a
r
r
i
e
d
 w
o
m
e
n
,
 Historical 
b
a
c
k
g
r
o
u
n
d
 a
n
d
 c
o
m
m
e
n
t
a
r
y
,
 

と
略
称
。
）
、

.
 para. 
190. 
in 
2
0
 G
A
O
R
.
 A
n
n
e
x
e
s
.
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 47. 

1
0八
ー
一
六
九
頁
に
よ
る
。

(1965) 
;
 外
務
省
国
際
連
合
局
政
治
課
『
国
際
連
合
第
二

0
会

(
E
¥
 C
N
/
6
/
3
8
9
)
 `

 

1
0
 

(1962). 

ヨ
ル
ダ
ン
、
サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
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人権諸条約に対する留保（山崎）

(52) 
2
0
 G
A
O
R
,
 s
u
p
r
a
 note 4
7
 `
 
paras. 7
ー

3
5
.

r総
会
の
事
槃
』

(57) 
Id. 
para. 5
3
.
 
な
お
、
条
約
採
択
後
の
投
票
理
由
説
明
の
際
に
、

106.) 

一
五
四
貞
゜

-fi
四
頁
。

フ
ラ
ン
ス
代
表
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
第
二
項
に
反
対
し
た
旨
を
表
明
し
た
。
す
な

わ
ち
、
留
保
付
き
の
批
准
ま
た
は
加
入
が
許
さ
れ
る
か
否
か
は
、
通
常
各
締
約
国
が
法
的
考
慮
に
も
と
づ
き
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
同

修
正
案
第
二
項
の
定
め
る
手
続
—
|
＇
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
承
認
を
条
件
と
し
て
こ
れ
を
判
断
す
る
ー
は
、
こ
の
規
則
を
尊
重
し

て
い
な
い
。
同
項
は
、
条
約
草
案
に
、
芙
約
的
性
格
の
文
書
に
は
な
じ
ま
な
い
原
則
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
要
素
を
も
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

(Id.
para. 

(59)
国
際
人
権
規
約
は
、
経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
、
市
民
・
政
治
権
規
約
お
よ
び
後
者
に
つ
い
て
の
選
択
議
定
書
の
三
つ
の
文
書
か
ら
成
っ
て
い
る
。
国

一
九
五

0
年
の
総
会
第
六
会
期
に
お
い
て
、
経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
と
市
民
・
政
治

権
規
約
の
二
つ
の
規
約
に
分
け
て
起
草
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
両
規
約
の
留
保
条
項
に
関
す
る
審
議
は
、
ほ
ぽ
同
じ
機
会
に
行

な
わ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
「
国
際
人
権
規
約
」
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
両
規
約
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
人

権
委
員
会
に
お
い
て
は
、
領
域
的
適
用
条
項
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
ベ
ル
ギ
ー
提
案
を
除
け
ば
、
市
民
・
政
治
権
規
約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
に
議
論

が
集
中
し
、
経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
は
検
討
さ
れ
な
か
っ
た

(
E
¥2
5
7
3
,
 
infra note 5
9
-
2
,
 
para. 2
6
3
.
)

。
そ
こ
で
、
本

際
人
権
規
約
は
、
当
初
―
つ
の
規
約
と
し
て
起
草
さ
れ
た
が
、

(58) 
Id. 
paras. 5
5
-
5
7
.
 

(56) 
Id. 
paras. 5
1ー

5
2

『
総
会
の
事
業
』

(55) 
Id. 
paras. 4
2ー

4
6
.
'
訟
g
へ
ぶ
の
中
ャ
学
木
し

(54) 
Id. 
para. 3
7
.
 

(53) 
Id. 
para. 3
6
.
 

ゞ
ゴ
。

ー

卜

一
五
―
ニ
ー
一
五
四
貞
゜

1
0三
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Id. 
para. 
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para. 276. 
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para. 
277. 
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para. 
278. 
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280. 



人権諸条約に対する留保（山崎）

(83)
同
右
、

(82)
小
川
「
法
典
化
（
一
）
」
、
前
掲
注

(
3
)

(81) 

(80) 

(79) 
Id. 
paras. 1
4
3ー

1
4
5
.

(78) 
Id. 
para. 1
4
2
 

-77 
‘‘ 
(76) 

(75) 

(74) 

八
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九
頁
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』
、
前
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(59
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para. 2
9
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.
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para. 2
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2
.
 

Id. 
para. 2
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（四）

Id. 
para. 2
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para. 2
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para. 2
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①
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見

人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
し
国
際
裁
判
所
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
最
初
の
見
解
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、

イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
で
あ
る
。

(84) 

国
連
総
会
は
国
際
司
法
裁
判
所
に
対
し
、
三
つ
の
問
題
点
に
つ
き
勧
告
的
意
見
を
求
め
た
が
、
そ
の
第
一
点
、
す
な
わ
ち
、
「
条
約
の
一

ま
た
は
そ
れ
以
上
の
当
事
国
が
こ
の
留
保
に
異
議
を
唱
え
、
他
の
当
事
国
が
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
留
保
国
は
そ
の

日
人
権
条
約
の
特
質
と
留
保
の
許
容
性

そ
も
許
さ
れ
る
か
、

人
権
条
約
に
は
、

ま
た
、

第
二
章
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
小
括
に
お
い
て
、

I
留
保
条
項
無
規
定
型
の
留
保
条
項
を
も
つ
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
は
そ
も

II
一
般
的
許
容
型
の
留
保
条
項
を
も
つ
人
権
条
約
に
対
し
て
は
ど
の
程
度
ま
で
留
保
が
許
さ
れ
る
の
か
、
等

の
問
題
を
提
示
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
―
つ
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
前
章
で
は
、
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程

を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
人
権
条
約
上
の
締
約
国
の
義
務
の
特
質
が
、
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
議
論
に
特
有
な
も
の
と
し

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
初
め
に
、
人
権
条
約
の
特
質
|
ー
ー
締
約
国
の
条
約
上
の
義
務
の

特
質
を
含
む
ー
|
と
留
保
の
許
容
性
の
関
係
を
一
般
的
に
考
案
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
次
に
、
留
保
条
項
無
規
定
型
や
一
般
的
許
容
型
の

ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
上
の
留
保
に
関
す
る
一
般
規
則
が
適
用
さ
れ
る
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
若
干
の
問
題
点

一
九
五
一
年
の
ジ
ェ
ノ
サ

1
0六
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人権諸条約に対する留保（山崎）

留
保
を
維
持
し
た
ま
ま
で
条
約
の
当
事
国
と
み
な
さ
れ
う
る
か
。
」
に
対
す
る
同
裁
判
所
の
意
見
の
中
に
、

第
一
の
問
題
点
に
関
し
、
国
際
司
法
裁
判
所
は
ま
ず
次
の
よ
う
な
一
般
論
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
多
数
国
間
条
約
は
、
自
由
に
行
な
わ
れ
た
合
意
の
結
果
で
あ
り
、

い
か
な
る
締
約
国
も
一
方
的
決
定
ま
た
は
特
別
の
合
意
に
よ
っ
て
条
約
の
目
的
や
存
在

理
由
を
損
う
権
利
を
も
た
な
い
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
た
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
は
、
い
か
な
る
留
保
も
す
べ
て
の
締
約
国
の
受
諾
が
な
い
限
り
有
効

で
な
い
と
の
命
題
を
含
む
、
採
択
さ
れ
た
条
約
の
一
体
性
の
観
念
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
」

「
い
同
条
約
は
普
遍
的
性
質
を
有
す
る
人
道
的
条
約
で
あ
り
、
伺
各
国
の
よ
り
一
般
的
な
留
保
の
慣
行
、
留
保
に
対
す
る
黙
示
的
合
意
、
若
干
の
締
約
国
の

留
保
に
対
す
る
異
議
に
拘
わ
り
な
く
留
保
国
の
条
約
参
加
を
許
す
慣
行
の
存
在
等
、
多
数
国
間
条
約
に
関
す
る
慣
行
が
柔
軟
化
し
て
お
り
、
圃
一
連
の
多
数
決

に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
則
を
よ
り
柔
軟
に
適
用
す
べ
き
事
情
が
存
在
す
る
。
」

「
右
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
は
、
多
数
国
間
条
約
中
に
留
保
条
項
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
締
約
国
が
留
保
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
結
論

を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
留
保
条
項
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
条
約
の
性
質
、
目
的
、
規
定
、
準
備
と
採
択
の
方
法
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
、
留
保
を
な

し
う
る
か
否
か
、
留
保
の
有
効
性
・
効
果
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

し
か
し
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
関
し
て
は
、

イ
ド
条
約
の
特
殊
な
性
格
に
言
及
す
る
見
解
が
み
ら
れ
る
。

1
0七

人
権
条
約
と
し
て
の
ジ
ェ
ノ
サ

同
裁
判
所
は
、
右
の
よ
う
な
一
般
論
に
続
き
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
に
関
す
る
本
論
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
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「
裁
判
所
は
、

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
し
留
保
を
行
う
権
能
に
つ
い
て
、
総
会
に
お
い
て
了
解
が
で
き
て
い
た
と
認
め
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
留
保

•••••••••••••• 

お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
異
議
が
認
め
ら
れ
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
特
殊
な
性
格
の
中
に
求
め
ら

「
総
会
お
よ
び
条
約
を
採
択
し
た
諸
国
は
、

締
約
国
が
条
約
か
ら
完
全
に
締
め
出
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
じ
う
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
参
加
国
の
数
を
空
し
く
追
求
す

る
あ
ま
り
、
条
約
の
趣
旨
そ
の
も
の
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
た
と
は
な
お
さ
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
か
く
し
て
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
は
、
留
保
を
行
う
自

由
と
留
保
に
異
議
を
唱
え
る
自
由
の
い
ず
れ
を
も
制
限
す
る
。
従
っ
て
、
留
保
を
行
う
国
お
よ
び
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
国
の
態
度
の
評
価
に
つ
き
基
準
を
提

供
す
る
の
は
、
条
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
留
保
と
の
両
立
性
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
個
別
的
に
か
つ
自
ら
の
観
点
か
ら
、
留
保
の
許
容
性
に
つ
い
て
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
評
価
に
際
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
数
の
国
家
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
が
、
些
細
な
留
保
に
対
す
る
異
議
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
国
を
導
く
行
為
規
範
で
あ
る
。
」

以
上
の
考
察
か
ら
、
次
の
結
論
が
導
か
れ
る
。

••••••••••••••••••••••• 
の
完
全
な
契
約
上
の
均
衡
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
（
傍
点
、
引
用
者
）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

由
で
あ
る
よ
り
高
い
目
的
の
達
成
と
い
う
共
通
の
利
益
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
型
の
条
約
に
お
い
て
は
、
国
家
の
個
別
的
利
害
や
権
利
義
務
間

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

o
.
 

り
、
ま
た
、
も
っ
ば
ら
人
道
的
か
つ
文
明
的
な
目
的
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
約
に
お
い
て
は
、
締
約
国
は
固
有
の
利
害
を
も
た
ず
、
条
約
の
存
在
理

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
約
の
起
源
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
「
国
際
法
上
の
犯
罪
」
と
し
て
非
難
し
、

し
た
。

か
つ
、
処
罪
し
よ
う
と
す
る
国
連
の
意
思
に
あ

1
0八
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に
は
み
ら
れ
な
い

I
L
o
独
特
の
制
度
で
あ
る
。

1
0九

一
部
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
理
事

国
際
司
法
裁
判
所
は
、
右
の
勧
告
的
意
見
に
お
い
て
、
多
数
国
間
条
約
中
に
留
保
条
項
が
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
、
留
保
が
禁
止
さ

れ
る
と
い
う
結
論
は
導
か
れ
な
い
が
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
は
も
っ
ば
ら
人
道
的
か
つ
文
明
的
な
目
的
で
採
択
さ
れ
た
条
約
で
あ
り
、
か

か
る
性
質
の
条
約
に
お
い
て
は
、
締
約
国
は
固
有
の
利
害
を
も
た
ず
、
集
団
殺
害
罪
の
防
止
・
処
罰
と
い
う
よ
り
高
い
目
的
の
達
成
に
関

す
る
共
通
利
益
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
の
性
質
か
ら
し
て
、
同
条
約
の
趣
旨
・
目
的
と
の
両
立
性
を
も

っ
て
、
同
条
約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
の
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

②

I
L
o
諸
条
約
の
場
合

国
際
労
働
機
関
（
以
下
、
；
ー

L
O
」
と
略
称
。
）

は
、
全
加
盟
国
の
代
表
か
ら
成
る
総
会
、

会
お
よ
び
理
事
会
の
監
督
を
受
け
る
国
際
労
働
事
務
局
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

(
I
L
o
憲
章
第
二
条
）
。
こ
の
う
ち
、
総
会
と
理
事
会
は
、

(85)

（

86) 

加
盟
国
の
政
府
・
使
用
者
・
労
働
者
の
三
者
の
代
表
か
ら
成
り
（
三
者
代
表
制
[t
r
i
p
a
r
t
i
s
m
]
)
、
表
決
に
際
し
て
も
各
代
表
は
個
別
的
に

投
票
す
る
権
利
を
も
つ
（
同
第
四
条
一
項
）
。
ま
た
、
総
会
の
最
も
重
要
な
活
動
で
あ
る
条
約
ま
た
は
勧
告
を
採
択
す
る
た
め
の
最
終
的
な

投
票
に
お
い
て
は
、
出
席
代
表
の
三
分
の
二
の
多
数
が
必
要
と
さ
れ
る
（
同
第
一
九
条
二
項
）
。
従
っ
て
、

約
に
対
す
る
留
保
は
諸
国
の
政
府
の
承
認
の
み
で
は
許
容
さ
れ
な
い
、

I
L
o
諸
条
約
は
、

I
L
O
加

盟
国
の
政
府
代
表
の
み
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
三
者
代
表
の
三
分
の
二
の
多
数
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
総
会
・
理
事
会
の
構
成
に
お
け
る
三
者
代
表
制
、

お
よ
び
条
約
や
勧
告
の
採
択
に
お
け
る
独
自
な
表
決
手
続
は
、
他
の
国
際
組
織

I
L
o
諸
条
約
は
、
こ
の
よ
う
に
独
自
な
表
決
手
続
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
た
め
、
国
際
労
働
事
務
局
は
、
当
初
か
ら
、

I
L
o
諸
条

と
の
見
解
を
と
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
留
保
の
受
諾
に
つ
き
条
約

(87) 

が
明
文
で
規
定
し
な
い
限
り
、
留
保
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
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的

I
L
o諸
条
約
は
、

(iii) (ii) (i) 
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
第
二
次
大
戦
後
も
引
き
継
が
れ
た
。
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
対
す
る
留
保
事
件
に
際
し
、
国
際
司
法
裁
判
所
の

要
請
に
よ
り
国
際
労
働
事
務
局
が
準
備
し
た
文
書
に
よ
る
陳
述
（
一
九
五
一
年
一
月
―
二
日
）

(88) 

の
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

国
際
条
約
が
単
に
そ
の
当
事
国
た
る
諸
国
の
意
思
の
表
明
に
し
か
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
留
保
は
、

…
・
：
し
か
し
、
こ
の
原
則
は
、

I
L
o
諸
条
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

I
L
o
諸
条
約
は
、
そ
の
当
事
国
の
み
に
も
っ
ぱ
ら
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、

I
L
o

憲
章
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
受
諾
さ
れ
た
条
約
法
お
よ
び
慣
行
か
ら
成
る
特
別
な
諸
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

I
L
o
諸
条
約
に
適
用
さ
れ
る
特
別

I
L
o諸
条
約
は
、
三
者
代
表
制
を
と
る
総
会
に
よ
り
独
自
な
表
決
手
続
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、

I
L
o
諸
条
約
は
、
そ
の
他
の
国
際
文
書

I
L
O
の
各
加
盟
国
は
、
立
法
ま
た
は
他
の
措
置
の
た
め
に
、
…
…
条
約
を
当
該
事
項
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
を
約
束
し

(
I
L
o

憲
章
第
一
九
条
五
項
伽
）
、

ま
た
当
該
事
項
に
つ
い
て
権
限
の
あ
る
機
関
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
条
約
の
正
式
の
批
准
を
事
務
局
長
に
通
知
し
、
か
つ
、
条

I
L
o憲
章
は
、
使
用
者
ま
た
は
労
働
者
の
産
業
上
の
団
体
に
、
加
盟
国
の
い
ず
れ
か
が
当
事
国
で
あ
る
条
約
の
実
効
的
な
遵
守
を
そ
の
管
轄
権
の
範
囲
内

で
確
保
し
て
い
な
い
こ
と
を
国
際
労
働
事
務
局
に
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
二
四
条
）
も
の
と
規
定
し
、

ま
た
こ
の
申
立
の
審
査
手
続
を
も
定
め
て

い
る
（
同
第
二
四
＼
二
九
条
）
。
こ
れ
ら
の
規
定
の
目
的
は
、
政
府
代
表
だ
け
が
関
与
す
る
留
保
の
受
諾
に
よ
り
、
完
全
に
損
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
非
政
府
代

表
の
同
意
を
得
る
た
め
に
は
、
総
会
に
お
い
て
留
保
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
条
約
改
正
を
行
う
他
は
な
い
。

と
は
全
く
異
な
る
。

一
部
の
例
外
を
除
き
、
当
事
国
間
の
諸
条
件
の
統
一
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
留
保
を
受
諾
す
る
こ
と
は
、

I

約
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
る

な
考
慮
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

（
同
⑯
）

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

一
定
の
条
件
の
下
に
許
容
さ
れ
る
。

に
お
い
て
も
、

こ
の

I
L
O
の
慣
行
は
次

1
0
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説

し
、
何
と
い
っ
て
も
、

い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
府
は
、

I
L
O憲
章
は
、
総
会
が
一
般
に
適
用
す
る
条
約
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
特
殊
の
事
情
に
よ
っ
て
産
業
条
件
が
実
質
的
に
異
な
る
国
に
つ
い
て
十
分
な
考

慮
を
払
い
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
国
の
事
態
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
修
正
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
修
正
を
示
唆
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
規
定
し

I
L
O憲
章
は
、
加
盟
国
が

I
L
o
諸
条
約
上
の
義
務
を
完
全
に
履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
国
際
的
義
務
を
受
諾
す
る
代
わ
り
に
、
報
告
を
行
う
制
度

こ
の
よ
う
に
、

I
L
O
に
お
い
て
は
、

議
論
に
対
し
、
十
分
な
反
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、

働
者
代
表
ー
の
同
意
を
要
す
る
、

③
学

I
L
o
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
を
否
定
す
る
慣
行
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

I
L
o
諸
条
約
に
対
し
留
保
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
条
約
を
修
正
す
る
権
限
を
も
た
な
い
と
の

か
か
る
留
保
が
許
さ
れ
な
い
根
拠
は
、
本
質
的
に
は
、

と
の
考
え
方
は
、
当
初
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か

(89) 

I
L
O
の
三
者
代
表
制
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の
問
題
は
、
学
説
に
お
い
て
も
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
の
見
解

第
二
次
大
戦
後
、
国
連
に
お
い
て
国
際
人
権
章
典

(International
Bill of H
u
m
a
n
 Rights) 

種
々
の
公
私
の
人
権
章
典
草
案
が
公
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト

(H.
L
a
u
t
e
r
p
a
c
h
t
)
の
手
に
な
る
国
際
人
権
章

(91) 

典
案

(Draft
of the International 
Bill of the R
i
g
h
t
s
 of M
a
n
)
も
み
ら
れ
た
。
同
案
第
二
七
条
は
受
諾
に
関
す
る
規
定
で
あ
る

(vi) (v) 

を
規
定
し
て
い
る
（
同
第
三
〇
＼
三
四
条
）
。

て
い
る
（
同
第
一
九
条
三
項
）
。

L
o諸
条
約
の
全
体
的
目
的
と
相
容
れ
な
い
。

の
起
草
作
業
が
開
始
さ
れ
た
際
に
、

で
は
、

そ
の
根
拠
は

か
か
る
留
保
は
、
総
会
に
お
け
る
政
府
代
表
以
外
の
要
素
|
|
＇
使
用
者
・
労
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国
際
法
協
会

(International L
a
w
 Association) 

そ
の
目
的
で
あ
る
人
権
お
よ
び
基
本
的
自
由
の
普
遍
的
か
つ

I
L
o

八
七
号
•

1
0五
号

の
一
九
七

0
年
の
第
五
四
回
ハ
ー
グ
総
会
に
お
い
て
は
、

伺
国
際
法
協
会
第
五
四
回
総
会

以
上
の
よ
う
に
、

が
ヽ

に
お
け
る
報
告
と
決
議

ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
は
こ
の
規
定
の
註
釈
に
お
い
て
、
留
保
に
関
し
次
の
よ
う
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
七
条
に
関
し
て
、
国
際
人
権
章
典
に
対
す
る
留
保
の
可
能
性
の
問
題
に
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
同
章
典
の
威
厳
と
実
効
性
か
ら
し
て
、
い
か
な
る
種
類

の
留
保
も
こ
れ
に
付
す
余
地
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
章
典
は
人
間
の
基
本
権
に
関
す
る
章
典
で
あ
る
。
…
…
同
章
典
は
多
数
の
規
定
を
も
つ
こ
と
、
署
名
国
が

多
く
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
留
保
が
法
的
に
効
力
を
も
っ
た
め
に
は
他
の
署
名
国
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
と
、
留
保
に
関
す
る
手
続
を
同
章
典

中
に
規
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
多
数
の
留
保
が
付
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
留
保
は
、
自
国
に
と
っ
て
不
都
合
な
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

(
9
 

基
本
的
な
国
際
約
束
の
当
事
国
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
諸
政
府
の
期
待
に
答
え
る
結
果
と
な
ろ
う
。

ラ
ウ
タ
ー
パ
ハ
ト
は
、
国
際
人
権
章
典
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
に
つ
い
て
、

（
一
九
七

0
年）

損
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
伺
人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
を
認
め
れ
ば
、

否
定
的
な
見
解
を
表
明
し
た
。

モ
レ
ノ
報
告
は
、
国
連
憲
章
前
文
、
同
第
一
条
、
第
二
条
二
項
、
第
五
五
•
五
六
条
、
世
界
人
権
宣
言
、

テ
ー
マ
の
一

つ
と
し

て
人
権
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
三
つ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
三
報
告
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
モ
レ
ノ

(Isidoro
R
u
i
z
 M
o
r
e
n
o
)
 

(93) 

に
よ
る
「
人
権
に
関
す
る
条
約
に
対
す
る
留
保
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
に
行
な
わ
れ
た
。

条
約
を
援
用
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
保
障
の
重
要
性
を
強
調
し
た
う
え
、
人
権
諸
条
約
に
つ
い
て
は
、
留
保
を
行
う
権
能
を
い
か

な
る
形
に
お
い
て
も
認
め
る
の
は
適
当
で
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
（
留
保
制
度
の
濫
用
に
よ
り
人
権
条
約
の
効
力
が

3
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る
の
で
は
な
い
か
、

効
果
的
尊
重
は
そ
の
基
盤
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
留
保
を
禁
止
す
れ
ば
、
諸
国
は
人
権
諸
条
約
に
署
名
し
な
く
な

と
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
留
保
は
許
さ
れ
な
い
が
多
く
の
諸
国
が
署
名
・
批
准
し
て
い
る

I
L
o
諸
条
約
の
経
験
を

例
に
あ
げ
て
、
こ
れ
に
反
論
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
人
権
諸
条
約
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
の
す
べ
て
が
満
足
で
き
る
と
は
限
ら
な
い

条
約
規
定
の
文
言
よ
り
も
、

む
し
ろ
、

す
べ
て
の
締
約
国
が
受
諾
す
べ
き
条
約
の
精
神
お
よ
び
基
本
目
的
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
、
「
諸
国
は
、
人
権
の
国
際
的
承
忍
に
関
す
る
諸
条
約
に
対
し
、
諸
国
が
遵
守
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
諸
権
利
を
制
限
し
、
ま
た
は
こ

れ
を
無
効
に
す
る
留
保
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
の
決
議
を
採
択
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。

右
の
モ
レ
ノ
報
告
に
関
し
て
は
、
種
々
の
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
サ
リ
オ

(Voitto
Saario)
は
、
国
際
人
権
規
約
を
例

に
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
迩
べ
た
。
市
民
・
政
治
権
規
約
の
各
締
約
国
は
、

そ
の
領
域
内
に
あ
り
、

か
つ
、

そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
す
べ
て

の
個
人
に
対
し
、
同
規
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
を
尊
重
し
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
（
同
第
二
条
）
。
こ
れ
に
対
す
る
例
外

と
し
て
は
、
公
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
同
規
約
に
基
づ
く
義
務
を
免
れ
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

（
同
第
四
条
）

に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
同
規
約
に
保
障
さ
れ
る
諸
権
利
は
、
通
常
の
場
合
に
は
、
即
時
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、

経
済
・
社
会
・
文
化
権
規
約
の
締
約
国
は
、
同
規
約
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
権
利
の
完
全
な
実
現
を
漸
進
的
に
達
成
す
る
と
い
う
一
般
義

務
を
負
う
（
同
第
二
条
）
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
同
規
約
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
権
利
は
、
そ
の
権
利
の
性
質
と
両
立
し
て
お
り
、
か
つ
、
民

主
的
社
会
に
お
け
る
一
般
的
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
法
律
で
定
め
る
制
限
の
み
を
そ
の
権
利
に
課
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
同
第
四
条
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
同
規
約
に
対
し
留
保
を
行
う
必
要
性
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
人
権
諸
条
約
は
特
殊
な
性
格
を
有
す
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
諸
権
利
を
排
除
ま
た
は
修
正
す
る
留
保
は
、
同

規
約
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
を
害
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
サ
リ
オ
の
見
解
に
基
本
的
に
同
意
し
つ
つ
も
、
欧
州
審
議
会
の
ゴ
ル
ソ
ン
グ

(H. G
o
l
s
o
n
g
)
は
、
真
に
問
題
と
す
べ
き
は
、
些
細
な
技
術
的
な
事
柄
に
対
す
る
留
保
で
は
な
く
、
人
権
諸
条
約
を
批
准
す
る
国
が
そ
の

~ 
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（二）
条
約
の
精
神
を
遵
守
す
る
意
志
が
あ
る
か
な
い
か
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
な
っ
た
。

こ
う
し
た
討
議
を
経
て
、
人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
に
つ
き
、
国
際
法
協
会
第
五
四
回
総
会
は
次
の
よ
う
な
決
議
を
採
択
し
た
。

①
ま

「
人
権
の
国
際
的
承
認
に
関
す
る
条
約
に
は
、
そ
の
趣
旨
お
よ
び
目
的
と
相
容
れ
な
い
留
保
を
付
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

以
上
に
、
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
、

権
条
約
の
特
質
と
留
保
の
許
容
性
に
関
す
る
議
論
を
概
観
し
た
。
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
、

I
L
o
諸
条
約
、

国
際
人
権
章
典
私
案
、
国
際
人
権
規
約
等
と
そ
れ
ぞ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
留
保
の
許
容
性
に
関
し
て
も
、
勧
告
的
意
見
で
は

両
立
性
の
基
準
が
示
さ
れ
た
の
に
対
し
、

I
L
o
諸
条
約
に
関
す
る

I
L
O
事
務
局
の
見
解
、

そ
の
他
に
お
い
て
は
、
留
保
不
許
容
の
見
解
が
示
さ
れ
、
結
論
は
必
ず
し
も
同
様
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、

と
こ
ろ
で
、
本
節
で
検
討
対
象
と
さ
れ
た
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
、

項
を
も
た
な
い
人
権
条
約
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

お
よ
び
学
説
に
あ
ら
わ
れ
た
、
人

I
L
o
諸
条
約
、
国
際
人
権
規
約
等
は
、

か
か
る
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の
許
容
性
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
当
該
条
約
の
特
質

を
中
心
と
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
よ
う
な
疑
問
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。

留
保
条
項
無
規
定
型
・
一
般
的
許
容
型
の
人
権
条
約
に
は
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
は
適
用
さ
れ
る
か

条
約
法
条
約
は
、
第
一
九
＼
二
三
条
に
、
留
保
に
関
す
る
規
定
を
買
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
留
保
条
項
を
も
た
な
い
条
約
に
つ
き

等
を
軸
と
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
た
。

と

め

い
ず
れ
も
固
有
の
留
保
条

い
ず
れ
の
場
合
も
、
当
該
人
権
条
約
の
目
的
・
性
格

―
―
四
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一
条
）

長
の
ゴ
ル
ソ
ン
グ

(H.
G
o
l
s
o
n
g
)
 
で
あ
ろ
う
。
ゴ
ル
ソ
ン
グ
は
、

用
可
能
性
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
実
施
機
関
お
よ
び
履
行
確
保
に
関
す
る
規
定
に

(95) 

対
す
る
留
保
は
論
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
の
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
実
体
規
定
に
対
す
る
留
保
の
可
否
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

(97) 

パ
人
権
条
約
は
、
相
互
主
義
の
原
則
に
も
と
づ
く
双
務
的
な
約
束
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
や
ヨ
ー
ロ
ッ

(98)

（

98
の
2
)

パ
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
規
範
的
な
性
格
の
条
約
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
条
約
法
条
約
の
規
定
す
る
留
保

規
則
は
、
条
約
当
事
国
が
留
保
の
許
容
性
に
つ
き
判
断
す
る
余
地
を
認
め
て
お
り
、
相
互
主
義
の
原
則
を
そ
の
基
盤
と
し
て
い
る
。
こ
の

意
味
で
、
条
約
法
条
約
上
の
留
保
に
関
す
る
補
充
規
則
は
、
双
務
的
性
格
の
条
約
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
条
約
法
条
約
上
の
留
保
規
則
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
で
は
、

妥
当
性
や
同
条
約
第
六
四
条
（
留
保
条
項
）

の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の

ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
の
か
。
同
条
約
は
、
条
約
上
の
当
事
国
の
約
束

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
を
設
置
し
て
い
る
（
第
一
九
条
）
の
で
、
こ
の
両
実

施
機
関
が
、
同
条
約
に
対
す
る
留
保
の
妥
当
性
や
同
条
約
の
留
保
条
項
と
の
適
合
性
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
締
約
国
が

(99) 

な
し
た
留
保
に
つ
き
、
他
の
締
約
国
が
な
す
受
諾
ま
た
は
異
議
申
立
は
法
的
効
力
を
も
た
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

人
権
条
約
上
の
実
施
機
関
に
も
っ
ぱ
ら
留
保
の
効
力
等
に
関
す
る
判
断
を
委
ね
る
と
い
う
ゴ
ル
ソ
ン
グ
の
提
唱
す
る
解
決
法
は
、
ヨ
ー
ロ

(100) 

ッ
パ
人
権
条
約
の
他
に
も
、
国
際
人
権
規
約
や
米
州
人
権
条
約
に
つ
い
て
も
、
適
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
議
論
の
進
め
方
は
必
ず
し

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、

―
―
五

(94) 

適
用
さ
れ
る
補
充
規
則

(regles
suppletives)
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
同
条
約
は
、
「
国
の
間
の
条
約
」
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
（
第

の
で
、
固
有
の
留
保
条
項
を
も
た
な
い
多
数
国
間
に
締
結
さ
れ
た
人
権
条
約
に
も
、
当
然
、

と
思
わ
れ
る
。

一
部
に
強
い
反
討
論
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
反
対
論
を
代
表
す
る
の
は
、
欧
州
審
議
会
法
務
部

と
の
適
合
性
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
に
対
す
る
条
約
法
条
約
上
の
留
保
規
則
の
適

こ
の
補
充
規
則
は
適
用
さ
れ
る
も
の
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あ
る
場
合
に
限
り
、
受
理
・
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
き
る
ま
た
、

し
か
し
、
右
の
解
決
法
に
は
、

い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
提
起
さ
れ
う
る
。
第
一
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
等
の
人
権
諸
条
約
は
、

相
互
王
義
の
原
則
に
も
と
づ
き
双
務
的
な
約
束
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
す
る
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
確
か
に
、
国
際
司
法
裁
判

．．． 

所
の
勧
告
的
意
見
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
権
条
約
に
お
い
て
は
、
「
国
家
の
個
別
的
利
害
や
権
利
義
務
間
の
完
全
な
契
約
上
の

均
衡
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
（
傍
点
、
引
用
者
）
。
し
か
し
、
他
の
締
約
国
が
人
権
条
約
上
の
義
務
を
誠
実
に
履
行
す
る
か
否

ひ
た
す
ら
自
国
だ
け
が
条
約
上
の
義
務
を
負
う
た
め
人
権
条
約
に
加
入
す
る
国
と
い
う
も
の
は
、

に
は
考
え
に
く
い
。
多
数
国
間
の
立
法
条
約
に
加
入
す
る
国
は
、
恐
ら
く
、
他
の
締
約
国
も
、
自
国
と
同
等
の
制
約
を
引
受
け
る
も
の
で

(IOz) 

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
条
約
上
の
義
務
を
受
諾
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
は
、
締
約
国
が
、
他
の
締
約
国
に
よ
る
同
条
約
規
定
違
反
の
申
立
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
に
付
託

（
第
二
四
条
）

専
門
委
員
会
は
、

も
の
と
し
、
市
民
・
政
治
権
規
約
は
、
同
様
の
締
約
国
に
よ
る
他
締
約
国
の
義
務
不
履
行
の
通
報
に
つ
き
、
人
権

か
か
る
通
報
を
受
理
・
検
討
す
る
同
委
員
会
の
権
限
を
自
国
に
つ
い
て
認
め
る
宣
言
を
行
っ
た
締
約
国
に
よ
る
も
の
で

（
第
四
一
条
一
項
）

つ
い
て
の
個
人
の
申
立
権
に
関
し
、

委
員
会
の
権
限
を
認
め
る
旨
宣
言
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、

も
の
と
し
て
い
る
。
同
様
に
、
締
約
国
に
よ
る
権
利
侵
害
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
は
、
申
立
て
ら
れ
た
締
約
国
が
か
か
る
申
立
を
受
理
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

か
か
る
申
立
を
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
第
二
五
条
一
項
）
も
の
と
し
て

い
る
。
市
民
・
政
治
権
規
約
の
場
合
は
、
個
人
の
申
立
権
に
関
す
る
規
定
は
同
規
約
中
に
は
設
け
ら
れ
ず
、
同
規
約
に
つ
い
て
の
選
択
議

定
書
第
一
条
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
方
式
は
、
留
保
の
対
象
と
な
り
が
ち
な
規
定
に
対
す
る
留
保
を
、
予
め
制
度
化
し
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
権
条
約
に
お
い
て
は
、
条
約
の
脱
行
確
保
の
た
め
の
実
施
機
関
の
活
動
の
条
件
の
一
っ
と
し
て
、

(103) 

相
互
王
義
の
原
則
を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

か
に
は
全
く
関
心
を
も
た
ず
、

一
般
的

も
ゴ
ル
ソ
ン
グ
と
同
じ
で
は
な
い
が
、

(IOI) 

こ
の
解
決
法
は
少
な
か
ら
ず
支
持
さ
れ
て
い
る
。

―
―
六
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も
つ
に
す
ぎ
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
場
合
に
は
、

四
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
、
相
互
‘E
義
的
な
要
素
を
令
く
否
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
等
の
、
実
施
機
関
を
も
つ
人
権
条
約
に
対
す
る
留
保
の
適
合
性
は
、
実
施
機
関
に
お
い
て

判
断
す
べ
き
で
あ
り
、
各
締
約
国
が
行
う
こ
の
点
に
関
す
る
個
別
的
判
断
は
法
的
効
力
を
も
た
な
い
、

の
点
を
若
え
る
に
あ
た
り
、
各
条
約
の
準
備
作
党
が
参
号
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

の
許
容
性
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
全
判
事
国
同
意
の
原
則
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
留
保
の
許
容
性
等
を
判
断
す
る
の
は
条
約
の
実
施
機
関
で

（皿）

あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
市
民
・
政
治
権
規
約
の
留
保
条
項
の
起
草
過
程
に
お
い
て
も
、
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
実

施
機
関
で
あ
る
人
権
専
門
委
飢
会
に
、
同
規
約
に
対
す
る
留
保
の
適
否
の
判
断
を
委
ね
る
と
の
主
張
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
や
市
民
・
政
治
権
規
約
上
の
実
施
機
関
は
、
国
家
や
個
人
に
よ
る
申
立
に
つ
き
、
す
べ
て
の

締
約
国
に
対
し
て
、
当
然
に
管
轄
権
を
有
す
る
訳
で
は
な
い
。
第
一
の
疑
問
点
に
関
連
し
て
既
に
そ
の
一
部
に
つ
い
て
触
れ
た
よ
う
に
、

人
の
申
立
に
つ
い
て
は
、

か
か
る
申
立
を
受
理
す
る
同
委
員
会
の
権
限
を
認
め
る
旨
宣
言
し
た
締
約
国
に
対
し
て
の
み
、
強
制
管
轄
権
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
同
裁
判
所
の
管
轄
を
義
務
的
で
あ
る
と
認
め
る
旨
宣
言
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
の
み
強

制
管
轄
権
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
市
民
・
政
治
権
規
約
の
場
合
に
は
、
人
権
専
門
委
員
会
は
、
国
家
に
よ
る
申
立
に
つ
い
て
も
、

か
か
る
申
立
を
受
理
・
検
討
す
る
同
委
員
会
の
権
限
を
認
め
る
旨
宣
言
し
た
締
約
国
に
対
し
て
の
み
強
制
管
轄
権
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
個

人
に
よ
る
申
立
に
つ
い
て
は
、
同
規
約
議
定
書
を
批
准
し
た
締
約
国
に
つ
い
て
強
制
管
轄
権
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
両

す
べ
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
、
当
然
に
は
強
制
管
轄
権
を
有
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
意
味
で
集
権
的
な
統

条
約
の
設
置
す
る
実
施
機
関
は
、

制
機
関
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
ら
の
実
施
機
関
が
真
に
集
権
的
な
統
制
機
関
た
る
実
体
を
も
つ
に
至
ら
な
い
限
り
、

第
一
一
の
疑
問
点
は
、

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

―
―
七 こ
れ
ら
に
留
保
の
妥

．．． 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
等
の
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
相
互
主
義
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
い
る
と

と
す
る
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
起
草
さ
れ
た
当
時
は
、
留
保

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
委
員
会
は
、
国
家
に
よ
る
申
立
に
つ
い
て
は
当
然
に
管
轄
権
を
有
す
る
が
、
個
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(89) 
C
.
W
.
 Jenks, supra n
o
t
e
 8
7
,
 
at 5
4
7
.
 

8
)
 

(
8
 

人
権
条
約
上
の
履
行
確
保
の
た
め
の
実
施
機
関
に
留
保
の
許
容
性
等
の
判
断
を
も
っ
ぱ
ら
委
ね
る
こ
と
は
で

二
人
の
政
府
代
表
、
各
一
人
の
使
用
者
代
表
と
労
働
者
代
表
の
計
四
人
の
各
加
盟
国
代
表
か
ら
成
り

(
I
L
o
憲
章
第
三
条
一
項
）
、

は
、
政
府
代
表
二
八
人
、
使
用
者
代
表
と
労
働
者
代
表
各
一
四
人
の
計
五
六
人
か
ら
成
る

(86)
高
野
雄
一
『
国
際
社
会
に
お
け
る
人
権
』
一
七
九
ー
一
八
一
頁
。
な
お
、
三
者
代
表
制
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

SeeN• 

Valticos, International 
L
a
b
o
u
r
 

L
a
w
,
 at 2
9
-
3
4
 
(
1
9
7
9
)
.
 

(87) 
C. W
i
l
f
r
e
d
 Jenks, 
T
h
e
 International 
Protection of T
r
a
d
e
 U
n
i
o
n
 F
r
e
e
d
o
m
,
 
at 5
4
2
-
5
4
3
 
(
1
9
5
7
)
.
 

〔

1
9
5
1
]

I.C.J. 
Pleadings, at 2
3
4ー

2
3
6
.

一
九
四
五
年
に
、

L
a
w
 a
n
d
 H
u
m
a
n
 Rights. に
お
い
て
そ
の
改
訂
版
を
公
表
し
た
。
前
文
お
よ
び
二
九
カ
条
か
ら
成
る

(91)
「
国
際
人
権
章
典
は
、
国
際
連
合
加
盟
国
の
三
分
の
口
の
同
意
を
得
た
と
き
、
国
際
連
合
の
わ
く
内
に
お
い
て
適
用
さ
れ
、

て
発
効
す
る
。
こ
の
章
典
は
、
正
当
に
委
任
さ
れ
権
限
を
与
え
ら
れ
た
代
表
が
こ
の
特
別
総
会
に
出
席
し
こ
の
章
典
に
賛
成
票
を
投
じ
た
国
、
ま
た
は
総

会
の
会
期
に
お
い
て
自
国
に
つ
い
て
こ
の
章
典
の
諸
条
を
受
諾
す
る
こ
と
を
将
来
宣
言
す
る
国
に
つ
き
、
批
准
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
拘
束
力
を
有
す
る

(85)
総
会
は
、

(84)
前
掲
注

そ
の
著
書

A
n
International 
Bill 
of 
the 
R
i
g
h
t
s
 
of 
M
a
n
.
 に
お
い
て
公
表
し
、

(10)
を
み
よ
。

的
許
容
型
の
人
権
条
約
に
は
、

き
な
い
、

と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。

一
九
五

0
年
に
刊
行
し
た

Internationa

市
民
・
政
治
権
規
約
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
等
の
留
保
条
項
無
規
定
型
ま
た
は
一
般

ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
の
規
定
す
る
留
保
に
関
す
る
補
充
規
則
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、

五
以
上
の
考
察
か
ら
、

(105) 

当
性
の
判
断
を
委
ね
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
同
第
七
条
一
項
）
。

か
つ
保
障
さ
れ
る
文
書
と
し

（
同
書
三
一
三
ー
三
ニ
―
頁
）
。

一
八

理
事
会
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人権諸条約に対する留保（山崎）

も
た
な
い
人
権
条
約
や
留
保
が
一
般
的
に
許
容
さ
れ
て
い
る
人
権
条
約
の
場
合
に
は
、
留
保
の
許
容
性
を
始
め
と
し
て
多
く
の
問
題
点
が

未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
前
章
に
お
い
て
、
こ
の
う
ち
若
干
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
論
じ

た
。
し
か
し
、
人
権
条
約
が
、
留
保
の
許
容
さ
れ
る
規
定
を
明
文
で
示
し
て
い
な
い
場
合
に
、

る
補
充
規
則
が
適
用
さ
れ
る
か
、

ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
上
の
留
保
に
関
す

に
関
す
る
前
章
第
二
節
に
続
く
問
題
点
と
し
て
の
、
人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
の
内
在
的
制
約
に
関

し
て
は
、
紙
数
の
関
係
で
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
次
稿
に
お
い
て
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
の
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、
人
権
諸
条
約
の
留
保
条
項
の
制
定
過
程
と
規
定
内
容
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
人
権
諸
条
約
に
対
す
る
留
保
の
研
究
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、

さ
ら
に
、
留
保
条

項
の
運
用
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
人
権
条
約
に
つ
い
て
、
当
事
国
が
い
か
な
る
留
保
を
行
い
、
こ

れ
に
対
し
い
か
な
る
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
か
の
実
態
を
検
討
し
、
留
保
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
異
議
の
効
果
に
関
す
る
問
題
点
を
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
留
保
条
項
の
規
定
に
よ
り
、
ま
た
は
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
の
留
保
に
関
す
る
補
充
規
則
の
適
用
に

よ
っ
て
、
両
立
性
の
基
準
が
留
保
の
許
容
性
の
判
断
基
準
と
し
て
援
用
さ
れ
る
人
権
条
約
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
準
の
判
断
権
は
も
っ
ぱ

ら
各
締
約
国
の
み
に
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
条
約
上
設
置
さ
れ
た
実
施
機
関
に
も
こ
の
判
断
に
関
与
す
る
余
地
が
あ
る
の
か
、

題
点
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
り
、
順
次
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
昭
和
五
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究

(A)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

)

月

と
し
ぅ

F
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